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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

渡良瀬バルーンレース開催
　

４
月
５
日
～
７
日
、
渡
良
瀬
遊
水

地
で
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
記
念

２
０
１
３
熱
気
球
ホ
ン
ダ
グ
ラ
ン
プ
リ

第
１
戦
「
渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス

２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
は
、
平
成
12
年
の
初
開
催
か
ら
今

年
で
14
回
目
を
迎
え
、
同
グ
ラ
ン
プ

リ
シ
リ
ー
ズ
全
５
戦
の
開
幕
戦
で
す
。

　

初
日
は
薄
曇
り
の
天
候
の
中
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
26
機

の
熱
気
球
が
、
散
り
始

め
の
桜
が
舞
う
地
上
か

ら
大
空
へ
飛
び
立
つ
様

子
を
多
く
の
皆
さ
ん
が

写
真
に
収
め
て
い
ま
し

た
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、

昨
年
７
月
に
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
登
録
湿
地
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
条

約
の
精
神
は
、
世
界
的

に
重
要
な
湿
地
の
「
保

全
・
再
生
」「
賢
明
な

利
用
」「
交
流
・
再
生
」

を
図
っ
て
い
く
と
い
う

も
の
で
す
。

　

市
で
は
渡
良
瀬
遊
水

地
の
本
来
の
目
的
で

あ
る
治
水
機
能
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
多
様

な
動
植
物
が
生
息
す
る

湿
地
の
自
然
環
境
を
保

全
・
再
生
し
て
、
そ
の

適
正
な
利
用
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

　

広
大
な
ヨ
シ
原
に
は

多
様
な
動
植
物
や
昆
虫

等
が
生
息
し
て
お
り
、

植
物
観
察
や
野
鳥
観
察

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熱
気
球
や
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ

ン
グ
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
の
ス
カ
イ

ス
ポ
ー
ツ
、
カ
ヌ
ー
や
ヨ
ッ
ト
な
ど

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
自
転
車

競
技
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、マ
ラ
ソ
ン
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
の
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今

枚

１

月

の

　

眼
下
に
サ
ク
ラ
を
見
な
が
ら
、
色
と
り
ど
り
の
熱
気
球
が
春
の
大
空

へ
飛
び
立
つ　
　
　
　
　
　
（
渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
２
０
１
３
、４
月
５
日
撮
影
）

ラムサール条約登録記念　2013 熱気球ホンダグランプリ第１戦
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栃
木

市の PR お願いします！
栃木市の知名度アップ、イメージアップを

図るため「栃木市ふるさと大使」を設置し、本市に
ゆかりの８人、１団体の皆様に委嘱することとなりました。

澤村拓一選手 プロ野球選手　読売巨人軍 栃木市出身
春風亭柳橋様 落語家・真打　八代目春風亭柳橋 栃木高校出身
寺内崇幸選手 プロ野球選手　読売巨人軍 栃木市出身
栃木ウーヴァ
フットボールクラブ様 栃木市をホームタウンとする JFL 所属のサッカークラブ

富田晋伍選手 Ｊ１サッカー選手　ベガルタ仙台 栃木市出身

山田五郎様 編集者、評論家　街づくりなど幅広い分野で講演、執筆活動
「出没！アド街ック天国」（テレビ東京）などの番組に出演中

山田昌彦様
富士通株式会社　テクニカルコンピューティン
グ・ソリューション事業本部長　スーパーコン
ピュータ「京」富士通プロジェクト責任者

栃木市出身

吉川　真様 宇宙航空研究開発機構（JAXA）准教授、理学
博士、はやぶさ２ミッションマネージャー　 栃木市出身

渡辺俊介選手 プロ野球選手　千葉ロッテマリーンズ 栃木市出身

　

ふ
る
さ
と
大
使
に
、
本
市
ゆ
か
り
の
８
人
１
団
体
委
嘱

★各方面で活躍している本市にゆかりの
方々に「栃木市ふるさと大使」をお願い
し、栃木市の魅力を PR していただき、
栃木市の知名度アップ、イメージアップ
を図る。
★多くの市民が大使の活躍を誇りに思
い、応援することで、郷土愛を深めると
ともに栃木市民としての一体感を高め
る。また、特に子どもたちが、明るい未
来を展望することも期待する。

【栃木市ふるさと大使の選定】
○学術、文化、スポーツ、芸能等さまざ
まな分野で、活躍する市にゆかりのある
方のなかから、市長が選定、委嘱する。

 秘書広報課 ☎ 21 ‐ 2224

栃木市ふるさと大使
設置の目的

春風亭柳橋様

富
田
晋
伍
選
手

吉川　真様（写真㊨）

山
田
昌
彦
様
（
写
真
㊧
）

山田五郎様

渡辺俊介選手

寺内崇幸選手

澤
村
拓
一
選
手

栃木ウーヴァフットボールクラブ様

（50 音順）
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No. ９

栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。
　新年度のスタートにあたって、平成２５
年度予算についてお話しします。
＜平成25年度予算の特徴＞
　平成 25 年度は、三病院の統合再編整
備や市庁舎の福田屋百貨店跡地への移転
のための改修工事等から、大きな金額が
必要となる年度です。そのために、例年よ
り大規模な予算となりますが、あくまでも
臨時的なものであり、今後、毎年これだけ
の支出があるということではありません。
　市の借入金（市債）は、前年度より約
25 億円増加し、市民１人あたりの負債額
は 275,824 円となりますが、この金額の
中には、後述のとおり後で国から戻ってく
る分も含まれていますので、実質的な借
入金残高は、前年度より約 15 億円の増加
となります。
＜予算総額（一般会計）＞ 578 億 9,000

万円（前年度比 8.8％増）
＜歳入内訳＞　自主財源

（市税など、市が独自に集め
られるお金）50.6％、
　依存財源（地方交付税、市債などのお金）
49.4％
＜市債残高＞平成 25 年度末市債残高（借
入金の額）536 億 1,500 万円
＜臨時財政対策債残高＞平成 25 年度末
残高 227 億 5,100 万円
※本来、国が地方交付税として市に交付
しなければならないお金を、それが用意
できないので、市が自ら借入しなければな
らなかったもの。後年度において国からそ
の分のお金が市に支払われます。
＜実質的な市の借入金（市債）＞（市債
残高－臨時財政対策債残高）
536 億 1,500 万円－ 227 億 5,100 万円＝
308 億 6,400 万円
＜基金残高（預金残高）＞131 億 6,100
万円
　次回からは、平成 25 年度の具体的な事
業等について、ご説明させていただきます。

平成 25 年度の予算について

市
斎
場
再
整
備
基
本
構
想

策
定
の
お
知
ら
せ

　

２
月
に
実
施
し
た
栃
木
市
斎

栃
木
市
教
育
計
画
を
策
定

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後

10
年
間
の
市
の
教
育
行
政
が
目

指
す
基
本
的
な
方
向
性
及
び
今

後
５
年
間
の
施
策
等
を
明
ら
か

に
し
た
「
栃
木
市
教
育
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

教
育
計
画
の
概
要
版
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
本
計
画
の
詳
し

い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

教
育
総
務
課 

☎
21
‐２
７
１
６

  

国
保
人
間
ド
ッ
ク
（
一
般
・
脳
検
診
）

　
　
　
　  

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

○
共
通
事
項　
人
間
ド
ッ
ク
等

を
受
診
さ
れ
る
方
は
、「
平
成

25
年
度
国
民
健
康
保
険
人
間

ド
ッ
ク
等
検
診
申
請
書
」
に
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
結
果
通
知

が
届
い
て
か
ら
、
検
診
機
関
に

希
望
の
受
診
日
を
各
自
予
約
し

て
、
市
か
ら
郵
送
さ
れ
た
人
間

ド
ッ
ク
検
診
券
と
国
保
の
保
険

証
等
を
持
参
し
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
に
自
己
負
担
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

人
間
ド
ッ
ク
等
の
検
診
は
、

　

市
で
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
及
び
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
等
検
診
を
受
診
さ
れ
る
方
に
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

市
が
指
定
し
た
検
診
機
関
で
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
市
が
指
定
し
た
検
診
機
関
以

外
で
受
診
し
た
場
合
は
、
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
日
程　

１
日（
日
帰
り
コ
ー
ス
）

及
び
１
泊
２
日
（
宿
泊
コ
ー
ス
）

◆
期
間　

６
月 

～
平
成
26
年
３
月

◆
対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
方
①
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
35
歳
以
上
の
方
②
国
民

健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
の
方
③
特
定
健
診
を
受
診

し
な
い
方

◆
検
診
項
目　

○
一
般
検
診

（
身
体
計
測
／
視
力
／
循
環
器

系
／
胃
腸
管
系
／
腎
機
能
／
血

液
検
査
ほ
か
）
○
脳
検
診
（
身

体
計
測
／
視
力
／
循
環
器
系
／

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ほ
か
）

◆
検
診
機
関　

下
都
賀
総
合
病

院
、
と
ち
の
木
病
院
、
下
都
賀

郡
市
医
師
会
病
院
、
西
方
病

院
、
獨
協
医
科
大
学
病
院
、
自

治
医
科
大
学
付
属
病
院
、
大
岡

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
、
慶
友
健

診
セ
ン
タ
ー
、
宇
都
宮
記
念
病

院
、
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団

◆
費
用
（
自
己
負
担
額
）
３
６
，

７
５
０
円
～
６
９
，
８
２
５
円
か

ら
市
助
成
額
（
検
診
費
用
の
２

分
の
１
相
当
額
で
３
万
円
限
度
）

を
引
い
た
額
（
助
成
は
年
度
内

１
人
１
回
）

◆
定
員　

８
４
０
人
程
度

◆
申
込
み　

５
月
９
日
（
木
）

～
16
日
（
木
）
ま
で
に 

 

保

険
医
療
課
へ
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
抽
選
）

◆
申
込
方
法　

①
郵
送
（
入
舟

町
７
‐
26
栃
木
市
役
所
保
険
医

療
課
保
険
担
当
（
必
着
））
②

Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐
２
１
３
６

※
申
請
書
は
、
本
庁
及
び
総
合

支
所
の
国
保
担
当
窓
口
、
各
公

民
館
（
大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・

寺
尾
・
国
府
）
に
あ
り
ま
す
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス

コ
ン
ビ
ニ
で
開
始

５
月
15
日
（
水
）
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の

写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

利
用
に
は
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）」と「
事

前
の
利
用
者
登
録
」
が
必
要
で

す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

の
受
付
窓
口
・
受
付
時
間
】

市
民
生
活
課
（
平
日
の
月
曜

日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
19

時
）

・

 

生
活
環
境
課
（
平

日
の
月
曜
日
～
木
曜
日
８
時
30

分
～
17
時
15
分
、
金
曜
日
８
時

30
分
～
19
時
）

生
活
環
境
課
（
平
日
の
月
曜

日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17
時

15
分
、
第
２
・
４
金
曜
日
８
時

30
分
～
19
時
）

生
活
環
境
課

（
平
日
の
月
曜
日
～
金
曜
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き

る
方
】

栃
木
市
に
住
民
票
の
あ
る
本
人

（
15
歳
未
満
の
方
、
成
年
被
後

見
人
を
除
く
）
※
代
理
人
に
よ

る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
者
登
録
に
必
要
な
も
の
】

①
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
別
途
住
基
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
必
要
で
す
）
②
住
基

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
③
顔
写
真

付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書

（
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
不
要
で
す
）
④

印
鑑
登
録
証
（
登
録
を
行
っ
て

い
る
方
）

※
利
用
者
登
録
の
際
、
住
基

カ
ー
ド
と
印
鑑
登
録
証
を
一
本

化
し
、
印
鑑
登
録
証
を
回
収
し

ま
す
。
一
本
化
後
は
、
窓
口
で

も
住
基
カ
ー
ド
で
印
鑑
登
録
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。
印
鑑

登
録
を
し
て
い
な
い
方
が
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
印
鑑
登
録
（
手
数
料

２
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

【
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
・
証
明
書
の
交
付
時

間
】

全
国
の
セ

ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン

（
今
後
利

用
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ

が
増
え
る

予
定
で
す
）
６
時
30
分
～
23
時

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
の
年

末
年
始
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
を
除
く
）

【
発
行
で
き
る
証
明
書
・
手
数

料
】

「
住
民
票
の
写
し
」「
印
鑑
登

録
証
明
書
」　

手
数
料
１
８
０

円
（
庁
舎
窓
口
・
市
が
設
置
す

る
自
動
交
付
機
は
２
０
０
円
で

す
）

※
「
住
民
票
の
除
票
」
や
「
住

民
票
コ
ー
ド
入
り
の
住
民
票
」

な
ど
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
者
登
録
に
は
20
～
30
分
ほ

ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
。（
窓

口
の
状
況
に
よ
り
必
要
な
時
間

が
変
わ
り
ま
す
）

市
民
生
活
課

　
　

  

☎
21
‐
２
１
４
７・２
１
４
８

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　

生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る

た
め
、
生
ご
み
を
た
い
肥
化
す

る
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電
気
式
生
ご

み
処
理
機
を
購
入
す
る
方
へ
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

〇
電
気
式
生
ご
み
処
理
機　

補
助
額　

購
入
費
の
２
分
の
１

補
助
限
度　

上
限
２
万
円
（
１

世
帯
１
基
ま
で
）

〇
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
堆
肥
化

促
進
剤
専
用
容
器

補
助
額　

購
入
費
の
３
分
の
２

補
助
限
度　

上
限
５
千
円
（
１

世
帯
２
基
ま
で
）

　

購
入
前
に 

 

環
境
課
、
各

総
合
支
所
生
活
環
境
課
に
あ
る

申
請
書
等
を
お
取
り
寄
せ
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
随
時
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
１

コンポスト▶
電気式
生ごみ処理機▼

場
再
整
備
基
本
構
想
（
案
）
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
３
月
に
決
定

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。
現
在
、
基
本
計
画
を
作

成
中
で
す
が
、基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

斎
場
整
備
室
☎
20
‐
２
３
１
１
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経営支援事業 空き店舗活用促進事業 産業財産権取得支援事業 新規就農サポート事業

概
要

　栃木県産業振興セン
ター「専門家派遣事業

（中小企業診断士、技
術士等）」を利用した
際の経費を補助する制
度

　店舗の改修・家賃及
び出店後の専門家相談
に係る経費の一部を補
助する制度

　特許権・実用新案権な
ど産業財産権の取得に要
した経費の一部を補助す
る制度

　新たに就農する者を
対象に、各種助成制度
の紹介やセミナーの案
内及び就農に係る経費
の一部を補助する制度

限
度
額
・
補
助
率
等

　「専門家派遣事業」
に要する企業が負担す
る経費の全額。（派遣
１ 回 に つ き 1 万 6 千
円、年度内に４回まで
利用可能、最大 6 万 4
千円）

改修：対象経費の 1/2
に 相 当 す る 額（ 上 限
100 万円）。家賃： 12
か 月 分 の 1/2 に 相 当
する額（上限 50 万円）。
専 門 家： 対 象 経 費 の
1/2 に相当する額（上
限１万６千円。５回ま
で）。

　対象経費の 2/3 の額。
ただし、特許権は 50 万
円、実用新案権、意匠権
及び商標権は 10 万円を
限度とする。

　補助額上限 10 万円。

補
助
対
象

　市内で１年以上事業
を営む中小企業者で、
栃木県産業振興セン
ター「専門家派遣事業」
の採択を受けた者

　対象地域内におい
て、商店会及び商工会
議所又は商工会に加入
を予定し、空き店舗を
活用して、創業する事
業者又はまちづくりに
寄与する活動を行う
10 人以上の法人格を
有する団体

　市内で１年以上事業を
営む中小企業者で、産業
財産権を取得後、６か月
以内に申請するもの

・満 40 歳以下
・市内に３年以上住所
があり、現在住所を有
し、今後１年にわたり
居住する見込みの者
・市内において農業に
新規就農し、栃木県及
び市において、新規就
農者であることを認め
られた者

担
当
課

商工観光課商工振興担当
☎ 21 ‐ 2504・2541

農林課農業振興担当
☎ 21 ‐ 2553

　栃木市では、各産業分野の支援施策として、今年度も引続き下記メニューを用意していま
すので、ご活用ください。詳細は、各担当課まで問い合わせください。

栃木市の産業振興施策のご案内

児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

◆
対
象
者　

次
の
①
～
⑨
の
児

童
を
養
育
す
る
方
。
児
童
は
、

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
31
日
（
中
度
以
上
の
障
が

い
児
の
場
合
は
20
歳
未
満
ま

で
）
以
前
で

　

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童
②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し

た
児
童
③
父
ま
た
は
母
の
生
死

本
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

　
　

利
用
助
成
券
を
交
付

　

重
度
の
障
が
い
者
及
び
通
院

を
要
す
る
高
齢
者
に
、
福
祉
タ

障
が
い
者
等
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
車
両
運
行
中

　

普
通
乗
用
車
へ
の
乗
り
降
り

が
困
難
な
方
の
市
外
へ
の
通
院

等
の
外
出
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

◆
対
象
者
（
普
通
乗
用
車
へ
の

乗
り
降
り
が
困
難
な
方
で
、
次

の
①
又
は
②
に
該
当
し
て
い
る

方
）
①
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
②
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

方◆
運
行
①
市
外
の
医
療
機
関
へ

の
通
院
、
入
院
又
は
退
院
す
る

場
合
②
市
外
の
介
護
保
険
や
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を

利
用
す
る
場
合

◆
運
行
範
囲
①
栃
木
県
（
宇
都

宮
市
、
足
利
市
、
佐
野
市
、
鹿

沼
市
、
小
山
市
、
下
野
市
、
上

三
川
町
、
壬
生
町
、
野
木
町
、

岩
舟
町
）
②
茨
城
県
（
古
河
市
、

結
城
市
）
③
群
馬
県
（
館
林
市
、

板
倉
町
）
④
埼
玉
県
（
加
須
市
）

◆
運
行
車
両　

リ
フ
ト
車
又
は

ス
ロ
ー
プ
車

◆
運
行
日
、
時
間　

月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
平
日
の
９
時
か
ら

17
時
（
休
日
及
び
12
月
30
日
か

ら
翌
年
１
月
３
日
を
除
く
）

◆
利
用
料　

利
用
距
離
㌔
に
つ

き
１
０
０
円
か
ら
市
内
移
動
分

を
蔵
タ
ク
料
金
と
し
て
差
し
引

い
た
額
（
利
用
料
金
の
助
成
が

あ
り
ま
す
）

区分 初乗り
乗り継ぎ

※２
大人（中学生以上） 300 円 200 円
子ども（３歳児～小学生）

150 円 100 円障がい者（手帳開示）及び介護者
老人福祉センター等※１利用者
※１： 長寿園、泉寿園、福寿園、ゆうゆうプラザ、渡良瀬
　　　の里、西方ふれあいプラザ
※２： 北部エリアと南部エリアとの間を乗り継ぐ場合、乗
　　　り継いだ後の運賃

（
参
考
）
蔵
タ
ク
運
賃

◆
問
合
先　

市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
22
‐
４
４
５
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22
‐
４
４
６
７ 

 

社
会
福
祉

課
☎
21
‐
２
４
２
４

出
生
・
婚
姻
し
た
市
民
に

記
念
品
（
写
真
立
て
）
を
贈
呈

　

５
月
17
日
（
金
）
２
か

所
で
献
血
を
行
い
ま
す
。

◇
市
役
所
、
９
時
30
分
～

16
時（
12
時
～
13
時
除
く
）

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐
３
５
１
１

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
藤

岡
店
（
藤
岡
町
藤
岡
）、

10
時
～
16
時
（
12
時
～
13

時
除
く
）

問
合
先　

藤
岡
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
☎
62
‐
２
３
２
８

♥
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　
５
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
５
月
20
日
（
月
）
14

時
か
ら
吹
上
公
民
館
（
吹

上
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

～あなたの声で～

とちぎ市民討議会 2013 開催

が
明
ら
か
で
な
い
児
童
④
父
ま

た
は
母
に
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
⑤
父
ま

た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
保
護

命
令
が
出
さ
れ
た
児
童
（
平
成

24
年
８
月
改
正
）
⑥
父
ま
た
は

母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出

産
し
た
児
童
⑧
父
母
と
も
に
不

明
で
あ
る
児
童
（
孤
児
な
ど
）

⑨
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が

い
の
状
態
に
あ
る
児
童

※
障
害
年
金
の
子
の
加
算
と

な
っ
て
い
る
児
童
は
、
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
該
当
す
る
障
が
い
に
至
っ
た

時
期
、
申
請
者
が
父
か
母
か
、

児
童
の
生
年
月
日
等
で
、
制
度

上
申
請
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
非
該
当
と
な
る
場
合

　

①
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
た
り
、
里
親
に
預
け
ら
れ

た
と
き
②
申
請
者
（
受
給
者
）

本
人
が
公
的
年
金（
遺
族
年
金
・

障
害
年
金
・
老
齢
年
金
等
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
③

児
童
が
、
父
ま
た
は
母
の
死
亡

に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
遺
族
年

金
ま
た
は
遺
族
補
償
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
き
④
父
ま
た

は
母
が
婚
姻
ま
た
は
事
実
上
の

婚
姻
関
係
に
あ
る
と
き

※
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら

５
年
を
経
過
し
た
日
が
、
平

成
15
年
４
月
１
日
以
前
の
方
は
、

時
効
に
よ
り
手
当
の
請
求
が
で

き
ま
せ
ん
（
父
子
家
庭
を
除
く
）。

◆
支
給
の
制
限　

申
請
者
お
よ

び
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
（
申

請
月
に
よ
っ
て
は
前
々
年
）
の

所
得
に
応
じ
、
手
当
の
支
給
区

分
（
全
部
支
給
・
一
部
支
給
・

全
部
停
止
）
が
決
ま
り
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停

止
適
用
除
外
届
出
に
つ
い
て

（
該
当
者
に
、
６
月
下
旬
に
通

知
）　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給

要
件
か
ら
５
年
を
経
過
す
る
等

に
該
当
し
て
い
る
方
（
本
年
度

中
に
該
当
予
定
者
を
含
む
）
が

対
象
で
す
。
た
だ
し
、
就
業
・

求
職
活
動
中
な
ど
の
場
合
は
、

定
め
ら
れ
た
時
期
に
所
定
の
届

出
を
行
え
ば
、
一
部
支
給
停
止

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他　

児
童
扶
養
手
当
認

定
後
に
、
公
的
年
金
等
の
受
給

の
対
象
と
な
る
な
ど
、
支
給
要

件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

 

こ
ど
も
課     

☎
21
‐２
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま

す
。

◆
対
象
者　

◎
市
内
在
住
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る

方
（
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
方

は
対
象
外
）
①
身
体
障
害
者
手

帳
（
１
・
２
級
）、療
育
手
帳
（
Ａ

１
・
Ａ
２
）
又
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
の
い

ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
②
80
歳

以
上
の
方
で
、
月
１
回
以
上
通

院
し
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
必

要
と
す
る
方
③
65
歳
以
上
80
歳

未
満
の
方
で
、
月
４
回
以
上
通

院
し
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
必

要
と
す
る
方

◆
利
用
券　

○
１
枚
あ
た
り

５
０
０
円
助
成
で
、支
払
が
１
，

０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
は
２

枚
ま
で
使
用
で
き
ま
す
○
年
12

枚
交
付
、
た
だ
し
、
人
工
透
析

を
受
け
て
い
る
方
は
、
年
24
枚

※
前
記
の
枚
数
は
９
月
30
日

（
月
）
ま
で
の
申
請
の
場
合
で

す
。
10
月
１
日
以
降
に
申
請
し

た
場
合
は
交
付
枚
数
が
半
数
に

な
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

○
重

度
障
が
い
者
の
方
①
手
帳
②
印

か
ん
○
高
齢
者
の
方
①
通
院
を

証
明
す
る
書
類
（
前
月
分
の
領

収
書
等
を
80
歳
以
上
の
方
は
１

枚
・
65
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

あ
な
た
の
家
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
６

月
で
４
年
が
経
過
し
、
推
計
普

及
率
は
、昨
年
６
月
で
68
・
９
％

で
す
。
３
分
の
１
の
世
帯
が
ま

だ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
な
い
状
態
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
人
の
８
割
が
高
齢
者

で
、
今
後
も
増
加
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
火
災
か
ら
身
を
守

る
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
切
り
札
と
な
り
ま
す
。
①
設

置
す
る
②
適
切
な
維
持
管
理
を

す
る
―
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
先　

消
防
本
部
予
防
課

☎
22
‐
０
１
１
９

は
４
枚
必
要
）
②
年
齢
の
わ
か

る
書
類
（
保
険
証
等
）
③
印
か

ん
・
代
理
申
請
の
場
合
（
代
理

者
の
印
か
ん
も
必
要
）

◆
申
請
受
付　

本
庁
社
会
福
祉

課
及
び
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
で
受
付
。

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
４
２
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
０
９

　

４
月
１
日
以
降
に
出
生
届
又

は
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
市
民

に
、
記
念
品
（
写
真
立
て
）
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
末
永
い

幸
せ
を
願
い
、
市
へ
の
愛
着
を

深
め
、
住
み
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
く
一
助
と
し
て
実
施

し
ま
す
。婚
姻
届
に
つ
い
て
は
、

新
生
活
に
役
立
つ
小
冊
子
「
く

ら
し
の
豆
知
識
」
を
併
せ
て
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐２
１
４
７

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
０
９

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
６

　「とちぎ市民討議会 2013」を７月下旬に開催し
ます。
　この事業は、
住民参画の先進
地であるドイツ
の「プラヌンク
スツェレ」と呼
ばれるシステム
を参考にしたも
ので、これまで行政に声を届ける機会の少なかった
市民の参加を促し、声なき声を集約する効果があり
ます。
　本市と一般社団法人栃木青年会議所との共催で行
うこの事業は、今回で６回目の開催となります。
　参加者は 18 歳以上の市民の中から、無作為抽出
で選ばれます。
　該当した皆さんには、５月中旬頃に参加依頼の通
知が届きますので、ぜひご参加ください。
　とちぎ市民討議会 2013 実行委員会（  秘書広
報課　☎ 21 ‐ 2224）

YOU・YOU・VOICE
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風しん注意報発令！ 『風しん対策をしましょう！』

★風しんの流行について　例年は３月までに１件の報
告があるかないかですが、今年は３月までに、県内で
12 件の発生報告がありました。小さいお子さんだけ
でなく、20 代～ 40 代の患者が半数を占めています。
　全国では、先天性風しん症候群の発生報告も増えて
います。春から夏にかけて患者の報告が多くなるため、
例年以上の風しんの流行や先天性風しん症候群の増加
が懸念されます。
★風しん対策について　風しんの感染予防には、免疫
を高めることが最も効果的な対策です。
　今まで風しんにかかっていない方・予防接種を２回
受けていない方・抗体価の低い方は、注意が必要です。
定期予防接種　１期：生後 12 月から 24 月までの間
　　　　　　　２期：幼稚園・保育園年長児の１年間
◎定期予防接種に該当しない方で、妊婦の夫や同居の
家族、妊娠適齢期の方などは、任意で予防接種を受け
ることができます。※ 詳しくは医療機関に相談くだ
さい。（ただし、妊娠中は予防接種を受けることがで
きません。）
●風しんとは…　▽主な症状：発疹・発赤・リンパ節
の腫れ▽感染経路：飛沫感染（咳やくしゃみなど）▽　
注意点　：妊娠中の女性への感染▽潜伏期間：約２～
３週間（平均 16 ～ 18 日）
●先天性風しん症候群とは…　免疫を持たない女性
が、妊娠中（特に妊娠初期）に風しんにかかることで、
胎児が風疹ウイルスに感染し、出生児に難聴や心疾患、
精神や身体の発達の遅れ等障がいを引き起こすことが
あります。

 健康増進課 ☎ 25 ‐ 3511
 健康福祉課 ☎ 45 ‐ 1788
 健康福祉課 ☎ 62 ‐ 0904
 健康福祉課 ☎ 29 ‐ 1103
 健康福祉課 ☎ 92 ‐ 0311

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年

度
改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年

度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
万
５
，
０
４
０
円
で
す
。

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
の
保
険
料

は
、
翌
月
の
末
日
が
納
期
限
で

す
。
１
年
分
の
保
険
料
を
前
納

す
る
場
合
は
、４
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
学
生
納
付
特
例　

学
生
で
、

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

申
請
を
す
る
と
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
年

金
手
帳
②
学
生
証
（
写
し
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
③
印
鑑

　

な
お
、
24
年
度
に
学
生
納
付

特
例
が
承
認
さ
れ
た
方
で
、
25

年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の

方
へ
は
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年

金
番
号
等
の
印
字
さ
れ
た
学
生

納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形

式
）
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
返
送
さ
れ
た
方
は
、
窓

口
で
の
申
請
は
不
要
で
す
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
５

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 
生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 
生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

平
成
25
年
度
高
齢
者
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
者

栃
木

大
平

藤
岡

都
賀

西
方

株式会社金時給食センター ○ ○ ○ ○
有限会社　ききょう ○ ○
ワタミタクショク
栃木市仲方町第一販売店 ○ ○ ○ ○ ○

このひら配食サービス ○ ○
社会福祉法人スイートホーム ○
市社会福祉協議会西方支所 ○
新味紀行株式会社 ○

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
等
で
、
食
材
の
確
保
・
調
理

が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
て
、

昼
食
を
お
届
け
し
、
あ
わ
せ
て

安
否
の
確
認
を
行
う
「
高
齢
者

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
委
託
業
者
は
次
の

通
り
で
す
。

・
委
託
期
間　

４
月
１
日
～
平

成
26
年
３
月
31
日

 

高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
２
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 
健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
０

新
年
度
の
証
明
書
発
行
日

　

新
年
度
の
各
税
証
明
書
の
発

行
日
は
次
の
通
り
で
す
。

・
評
価
証
明　

４
月
１
日
～

・
公
課
証
明　

５
月
10
日
～

・
所
得
・
課
税
・
住
民
税
決
定

証
明
▽
給
与
特
徴
の
方　

５
月

10
日
～
▽
給
与
特
徴
以
外
の
方

　

６
月
14
日
～

　

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

各
種
証
明
書
交
付
申
請
の

際
、
窓
口
で
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
情

報
を
第
三
者
が
不
正
に
取
得
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
で
す
。

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
１

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 　

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

  

☎
92
‐
０
３
０
４

自
動
車
、
軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送

◆
発
布
日
▽
軽
自
動
車
税
５
月

10
日
（
金
）
▽
自
動
車
税
５
月

１
日
（
水
）

◆
納
期
限　

５
月
31
日
（
金
）

　

心
身
障
が
い
者
の
方
に
対
し

て
は
、
障
が
い
の
程
度
な
ど
、
一

定
の
要
件
の
も
と
に
減
免
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
減
免
申
請
受

付
は
５
月
24
日（
金
）ま
で
で
す
。

納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
早
め

に
申
請
し
て
下
さ
い
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
自
動
車
税
（
県
税
）

県
税
事
務
所  

☎
23
‐
３
４
１
１

〇
軽
自
動
車
税
（
市
税
）

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
１

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 　

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

  

☎
92
‐
０
３
０
４

栃
木
市
不
妊
治
療
費

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　

国
内
の
医
療
機
関
で
不
妊
治

療
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
、
医

療
保
険
適
用
外
治
療
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
を
満

た
す
方
）
①
婚
姻
し
て
い
る
夫

婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の
一

方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃
木

栃
木
市
不
育
症
治
療
費

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　

国
内
の
医
療
機
関
で
不
育
症

治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
、

医
療
保
険
適
用
外
の
治
療
費
の

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
③

医
療
保
険
各
法
の
加
入
者
④
市

税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
助
成
期
間　

子
一
人
に
つ
き

通
算
５
回
ま
で
（
１
年
度
１
回

／
通
算
に
は
合
併
前
の
旧
市
町

で
申
請
を
行
っ
た
回
数
も
含
む
）

◆
助
成
金
額　

医
療
保
険
適
用

外
治
療
費
の
２
分
の
１
の
額
。

た
だ
し
栃
木
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
等
の
対
象
と
な
る

場
合
は
治
療
費
か
ら
助
成
額
を

差
し
引
い
た
額
の
２
分
の
１

（
限
度
額
は
１
年
度
10
万
円
）

◆
申
請
期
限　

医
師
が
証
明
し

た
治
療
期
間
の
最
終
日
か
ら
１

年
以
内

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
４

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
３

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
左
記
の
す
べ
て
を

満
た
す
方
）
①
婚
姻
し
て
い
る

夫
婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の

一
方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃

木
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

③
医
療
保
険
各
法
の
加
入
者
④

市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
治
療
期
間　

４
月
１
日
以
降

の
治
療
で
出
産
等
に
伴
い
治
療

が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間

◆
助
成
金
額　

医
療
保
険
適
用

外
治
療
費
の
２
分
の
１
の
額
。

た
だ
し
他
制
度
の
助
成
対
象
と

な
る
場
合
は
治
療
費
か
ら
助
成

額
を
差
し
引
い
た
額
の
２
分
の

１
（
１
年
度
30
万
円
を
限
度
）

◆
申
請
期
限　

治
療
終
了
後
、

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
。

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
４

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
３

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

期　　日 対象区域 場　　所
月　　日 時　　間

藤
岡5 月 15 日（水）

10 時～ 12 時
13 時～ 15 時

全　域 藤岡公民館
（藤岡町藤岡）

大
平

5 月 16 日（木）

全　域

かかしの里
（大平町西山田）5 月 17 日（金）

5 月 20 日（月） 大平まちづくり交流セ
ンター（大平町富田）

栃
木

5 月 21 日（火） 旭、室、城内、沼
和田、河合、境

栃木第四地区コミュニ
ティセンター（旭町）

5 月 22 日（水） 大宮地区、国府
地区 栃木保健福祉センター

（今泉町 2 丁目）5 月 23 日（木） 神田、本、日ノ出、
泉、昭和

5 月 24 日（金） 皆川地区、吹上
地区、寺尾地区

老人福祉センター
福寿園（千塚町）

5 月 27 日（月）
平井、片柳、富
士見、嘉右衛門、
大

水道庁舎（浄水場）
（薗部町 3 丁目）5 月 28 日（火） 万、倭、薗部、

入舟

5 月 29 日（水） 柳橋、湊、小平、
箱森、祝、錦

都
賀5 月 30 日（木）10 時 30 分～ 12 時

13 時～ 15 時 全　域 都賀公民館
（都賀町原宿）

　本年度は計量法で定められた「はかりの定期検査」の年です。（西方地域
は平成 27 年度実施予定）
　4 月中旬頃に市役所から前回受検された店舗に、受検のお知らせをします。
検査について不明な点は、県計量検定所又は事業所の所在する地域の担当課
に問い合わせください。
○検査を受けるはかり
　・商店等で品物の売買など取引で使用しているもの
　・学校、病院等で体重測定など証明に使用しているもの
　・その他、荷物運搬（宅配便受付を含む）や薬剤の量を量るもの
○検査の日時・場所

◆問合先
県計量検定所☎ 028 ‐ 667 ‐ 9425
栃木地域　  商工観光課 ☎ 21‐2541

大平地域　  産業振興課 ☎ 43‐9213
藤岡地域　  産業振興課 ☎ 62‐0906
都賀地域　  産業振興課 ☎ 29‐1104

計量法に基づく特定計量器の定期検査

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
休
み
ま

し
た
。
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高
齢
者
実
態
調
査
を
実
施

ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
⑭

  

怒
ら
ず
に
叱
る
こ
と

　

子
ど
も
が
親
の
思
い
ど

お
り
に
行
動
し
な
い
こ
と
に

腹
を
立
て
た
り
、
感
情
的
に

な
っ
て
怒
り
を
子
ど
も
に
ぶ

つ
け
た
り
し
て
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

親
の
怒
り
に
脅
え
て
行
動

す
る
子
ど
も
は
、
怒
ら
れ
な

い
と
行
動
し
な
い
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
子

ど
も
の
心
の
中
は
親
に
対
す

る
不
満
や

怒
り
が
蓄

積
さ
れ
、

思
春
期
に

そ
の
不
満

や
怒
り
が

爆
発
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

よ
り
よ
い
親
子
関
係
を
築

く
た
め
に
も
、
子
ど
も
を
叱

る
と
き
に
は
、
感
情
的
に
な

ら
ず
、
そ
の
行
動
が
な
ぜ
い

け
な
い
の
か
を
教
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
際
、「
○

○
す
る
な
ん
て
、
悪
い
子
だ
」

な
ど
と
、
子
ど
も
自
身
を
責

め
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
ぜ
い
け
な
い
の
か
、
ど

う
す
る
こ
と
が
よ
い
の
か
を

子
ど
も
に
伝
え
、
自
分
で
判

断
し
て
適
切
な
行
動
が
と
れ

る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が

親
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

　

高
齢
者
の
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
緊
急
時
等
に
対
応
す

る
た
め
、
高
齢
者
実
態
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
の

民
生
委
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間　

５
月
～
６
月

◆
対
象
者　

65
歳
以
上
（
４
月

１
日
現
在
）
の
①
一
人
暮
ら
し

の
方
②
世
帯

 

高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
２
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
28
‐０
７
７
２

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
０

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

　
　

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

介
護
が
必
要
と
な
る
原
因

（
転
倒
・
骨
折
の
お
そ
れ
、
低

栄
養
、口
腔
機
能
の
低
下
な
ど
）

を
早
期
に
見
つ
け
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
に
よ
る
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

５
月
下
旬
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
郵
送
、
後
日
、
回
答

の
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。な
お
、

機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
方
に
は
介
護
予
防
教
室
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
対
象
者　

４
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
で
奇
数

年
齢
の
方
（
要
支
援
・
要
介
護

認
定
者
を
除
く
）

◆
調
査
方
法　

郵
送
で
配
布
・

回
収

◆
費
用　

無
料

　

★
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
方
が
い
つ
ま
で

も
自
分
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
介
護
予
防
に
関
す

る
こ
と
や
総
合
的
な
相
談
・
支

援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相談窓口名称 所在地 電話番号
栃木地域包括支援センター 福祉庁舎内（入舟町） 21‐2538
吹上地域包括支援センター 吹上公民館内（吹上町） 31‐1002
皆川地区包括支援センター 皆川公民館内（皆川城内町） 22‐3991
寺尾地区包括支援センター 寺尾公民館内（梅沢町） 31‐1120
国府地域包括支援センター 国府公民館内（惣社町） 27‐3855
大宮地区包括支援センター 大宮公民館内（大宮町） 28‐2113
大平地域包括支援センター ゆうゆうプラザ内（大平町西野田）43‐1550
藤岡地域包括支援センター 藤岡総合支所内（藤岡町藤岡） 62‐0911
都賀地域包括支援センター 都賀保健センター内（都賀町原宿）28‐0772
西方地域包括支援センター 西方保健センター内（西方町本城）92‐0032

選挙区 地域 定数
第１選挙区 栃木地域 ８人
第２選挙区 大平地域 ５人
第３選挙区 藤岡地域 ６人
第４選挙区 都賀地域 ４人
第５選挙区 西方地域 ２人

栃木市農業委員会委員選挙
　7 月 19 日の任期満了に伴う栃木市農業委員
会委員選挙が 6 月 30 日に行われます。
　なお農業委員会委員選挙は、有権者数の関係
などにより、他の選挙と投票区が異なりますの
で、注意してください。
◆投票日　6月 30 日（日）７時～ 20 時
◆選挙区と選挙による委員の定数

【選挙による委員の定数 25 人・任期３年】

◆選挙権および被選挙権のある方
　下記の 3 つの要件を満たしている人。ただし、
3 月 31 日に確定された栃木市農業委員会委員
選挙人名簿に登載されていない方は投票するこ
とはできません。①投票日に、栃木市に住所を
有する② 3 月 31 日現在満 20 歳以上の方（平
成５年４月１日以前生まれ）被選挙権について
は選挙期日に 20 歳の方③ 10 アール以上の農
地の耕作を営む方とその配偶者または同居の親
族で、年間におおむね 60 日以上耕作に従事し
ている方
◆立候補予定者説明会
○日時　６月 11 日（火）14 時～
○場所　栃木市役所３階正庁
◆立候補事前審査
○日時　６月 18 日（火）９時～ 12 時
○場所　栃木市役所３階正庁
◆立候補届出日（告示日）
○日時　６月 23 日（日）８時 30 分～ 17 時
○場所　栃木市役所３階正庁
栃木市選挙管理委員会事務局☎ 21 ‐ ２６３１

　
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ

東
陽
中
生
徒
会
が
福
祉
施
設
へ
寄
付

　

２
月
25
日
、
東
陽
中
学
校
生

徒
会
が
星
風
会
の
介
護
老
人
福

祉
施
設
代
官
荘
に
、
車
い
す
と

歩
行
器
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

新
旧
２
人
の
生
徒
会
長
が

「
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
と
、

寄
贈
品
で
お
年
寄
り
の
生
活
が

よ
り
便
利
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
を
ま
す

ま
す
図
れ
る
よ
う
生
徒
会
と
し

て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

老
人
ホ
ー
ム
か
ら
は
「
歩
行

器
を
使
用
し
て
訓
練
し
、
お
年

寄
り
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
恩

返
し
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
生
徒
会
は
、
中
学
生
で
も

役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

今
後
も
学
区
内
の
福
祉
施
設
と

連
絡
を
取
り
な
が
ら
活
動
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

市
立
東
陽
中
学
校
☎
27
‐１
４
８
１

５月17日（金）

各 事 業 所
学 校
官 公 署

各 家 庭

５月19日（日）春の大掃除を

行いますので、

ご協力をお願

いします。

大掃除のお知らせ

みんなで協力　きれいな街づくり

行
政
相
談
委
員
に
相
談
を

　

行
政
相
談
は
、
道
路
や
河
川

の
整
備
、
税
金
、
年
金
、
そ
の

他
国
や
県
、
市
役
所
等
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
聴
き
、
そ
の
解
決
・
改
善
に

役
立
て
る
も
の
で
す
。

　

日
頃
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
相
談

を
受
け
活
躍
し
て
い
る
方
が
行

政
相
談
委
員
で
す
。
市
役
所
等

の
相
談
所
で
定
期
的
に
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

☆
私
た
ち
の
街
の
行
政
相
談
委

員　○
松
崎
静
子
氏
（
室
町
）
○
大

竹
義
彦
氏
（
今
泉
町
１
丁
目
）

○
小
林
好
雄
氏
（
泉
町
）
○
河

田
文
男
氏
（
大
平
町
榎
本
）
○

落
合
富
子
氏（
大
平
町
北
武
井
）

○
大
橋
光
雄
氏（
藤
岡
町
赤
麻
）

○
大
森
利
昭
氏（
都
賀
町
富
張
）

○
嶋
田
安
治
氏（
西
方
町
本
郷
）

◎
巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

◆
期
日
・
場
所　

○
５
月
20
日

（
月
）
市
民
会
館
（
日
ノ
出
町
）

○
５
月
21
日
（
火
）
皆
川
公
民

館
（
皆
川
城
内
町
）
○
５
月
22

日
（
水
）
大
宮
公
民
館　
（
大

宮
町
）
○
10
月
15
日
（
火
）
国

府
公
民
館
（
惣
社
町
）
○
10
月

16
日
（
水
）
寺
尾
公
民
館
（
梅

沢
町
）
○
10
月
17
日
（
木
）
吹

上
公
民
館
（
吹
上
町
）

◆
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30

分 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
５

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
１

大
き
な
悩
み
、
小
さ
な
悩

み
も
民
生
委
員
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
に　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

・
安
心
し
て
相
談
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
！

・
秘
密
は
守
り
ま
す
。

・
い
つ
も
あ
な
た
の
そ
ば
に
い

　

ま
す
。

・
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

・
高
齢
の
両
親
の
介
護
や
看
護

　

な
ど
に
困
っ
て
い
る
と
き

　

人
に
は
様
々
な
悩
み
が
あ
り

ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
連
合
会
（

 

社
会
福
祉

課
内
）
☎
21
‐
２
５
０
１

◆
相
談
窓
口
一
覧

 
高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐２
６
０
８

　

巴
波
川
一
斉
清
掃
を
実
施
し

ま
す
。

◆
日
時　

５
月
26
日
（
日
）
７

時
～
８
時

◆
場
所　

蟹
田
橋
（
大
町
）
～

Ｊ
Ｒ
両
毛
線
高
架
橋

◆
主
催　

河
川
愛
護
会
、
自
治

会
連
合
会
、
地
域
ク
リ
ー
ン
推

進
員
連
合
会

◆
問
合
先　

栃
木
市
河
川
愛
護

会
事
務
局
（
河
川
緑
地
課
内
／

☎
21
‐
２
２
４
６
）

その他の公共施設に設置の課（　）内所在地

一部事務室の移動、変更等があります
総合政策課

（藤岡総合支所内） 遊水地ワイズユース担当 62‐0919

合併推進室
（大平総合支所内） 合併推進担当 43‐9203

斎場整備室
（市民会館内） 斎場整備担当 20‐2311

新エネルギー対策室
（大平総合支所内） 新エネルギー対策担当 43‐9233

人権・男女共同参画課
（市民会館内）

人権推進担当 24‐0351
男女共同参画担当 24‐0351

社会福祉課
（栃木保健福祉センター内）

調査指導担当 24‐7336
障がい福祉担当（相談員）20‐7255

高齢福祉課
（総合運動公園　体育館内）ねんりんピック推進担当 25‐0931

健康増進課
（栃木保健福祉センター内）

保健予防担当 25‐3511
健康づくり担当 25‐3512

商工観光課
（倭町小江戸ひろば南蔵）

観光振興担当
（観光イベントチーム） 24‐2640

産業基盤整備課
（大平総合支所内）

企業立地担当 43‐9202
基盤整備担当 43‐9202

生涯学習課
（大平公民館内） 図書館担当 43‐9218

スポーツ振興課
（総合運動公園　体育館内）スポーツ振興担当 25‐0930

文化課
（市民会館内）

文化振興担当 20‐1089
学芸推進担当 20‐1089

下水道課
（水道庁舎内） 下水道管理担当 20‐5711

下水道課
（市民会館内） 下水道整備担当 24‐6411

水道業務課
（水道庁舎内） 業務担当 25‐2103

水道工務課
（水道庁舎内） 工務担当 25‐2101

水道工務課
（西方総合支所内） 北部水道事務所担当 92‐0317

水道工務課
（大平総合支所内） 南部水道事務所担当 43‐9221

選挙管理委員会事務局
（入舟町倉庫２階） 選挙担当 21‐2631

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
８

7 ページの続き

巴
波
川
一
斉
清
掃
に
協
力
を
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

５/10（金）24（金）
10:00 ～ 12:00

本庁／ 本 市民生活課　
☎ 21‐2144

５/16（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権・男女共同参画課
☎ 43‐6611

６/17（月）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62 ‐ 0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） ５/10（金）24（金）
10:00 ～ 12:00 本庁／ 本 市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

５/10（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

５/14（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大  生活環境課　　
☎ 43‐9211

５/28（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁／ 本 市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 ５/14（火）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権・男女共同参画課
☎ 43‐6611

○外国人相談 ５/18（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館／人権・男女共同参画課
☎ 43‐6611

○行政相談

５/14（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

５/20（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／ 西 生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

大平隣保館☎ 43‐6611・0120‐46‐7830
厚生センター☎ 24‐2444
市民会館／人権・男女共同参画課☎ 24‐0351

６/ ４（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／人権・男女共同参画課
☎ 24‐0351

５/20（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権・男女共同参画課
☎ 24‐0351

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／ 本こども課
☎ 21‐2513

本＝本庁舎
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所相談業務のご案内

ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

くらしの窓

　 

地 域 医 療 対 策 基 金 に つ い て
医療って
なあに！？

地域

⑧

　4 月から、郡市医師会病院、下都賀
総合病院、とちの木病院の３病院が統
合され、とちぎメディカルセンターと
しての運営が始まりました。現在、栃
木駅南部に建設予定の新
病院（第 1 病院（仮称））
の設計が進められており
ます。
　また、とちの木病院を
増改築する第 2 病院（仮
称）についても基本設計
に着手しております。今後も随時、施
設の整備状況などをお知らせしていき
ます。
　さて、今回は、地域医療対策基金の
ご紹介とご協力のお願いです。

　地域医療対策基金は、医師不足や病
院の経営不振等により地域医療の崩壊
が心配される中で、安心な生活の基本
となる地域医療を守り、その充実と強
化を図るために、市が平成 23 年度か
ら積み立てているものです。
　地域医療を守ることは、行政だけで
は到底できるものではなく、地域の皆
様と協働で作り上げていくことが不可

欠です。このため、同基
金は市民の皆様や企業等
からの寄付も想定し設置
しています。
　皆様には、市の地域医
療確保に向けた取組をご
理解いただくとともに、

地域医療対策基金が今後より一層充実
するよう、ぜひ基金へのご協力をお願
いします。
　  地域医療対策室 ☎ 21 ‐ 2419

　

高
度
成
長
期

に
な
り
業
者
の

事
業
規
模
が
拡

大
す
る
と
、
消

費
者
と
事
業
者

で
は
知
識
等
に

大
き
な
差
が
生
ま
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
大
規
模
で
深

刻
な
消
費
者
問
題
・
消
費
者

被
害
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

り
、
昭
和
43
年
5
月
に
消
費

者
を
守
る
法
律
と
し
て
、
消

費
者
保
護
基
本
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。（
平
成
16
年
改

正
に
よ
り
消
費
者
基
本
法
に

変
更
）施
行
20
周
年
を
機
に
、

昭
和
63
年
か
ら
毎
年
5
月
を

消
費
者
月
間
と
定
め
、
消
費

者
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
消
費
者
問
題
に
対

し
て
の
啓
発
や
教
育
を
集
中

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
学
ぶ

こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
～
自

立
し
た
消
費
者
に
向
け
て

～
」
で
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
や
相
談
、
消
費
者
へ

　

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す　

の
情
報
提
供
や
苦
情
処
理
の

他
、
消
費
者
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
啓
発
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し

ま
っ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）

栃木幼稚園 ☎ 24-4802 吹上幼稚園 ☎ 31-1543
若葉幼稚園 ☎ 24-4075 アルス南幼稚園 ☎ 23-7155
アルス幼稚園 ☎ 22-0824 おおひらふじ幼稚園 ☎ 43-3665
おおみや幼稚園 ☎ 28-0038 大平みなみ幼稚園 ☎ 43-3810
國學院大學栃木二杉幼稚園 ☎ 22-3175 バンビ幼稚園 ☎ 62-5431
平川幼稚園 ☎ 27-0236 ふじおか幼稚園 ☎ 61-1152
栃木みどり幼稚園 ☎ 23-8132 つが幼稚園 ☎ 27-7155

幼稚園は、お子さんの育ちとパパ・ママの子育てを応援しています
　子どもたちが、心豊かにたくましく成長できるよう市内 14 の私立幼稚園
では、市と連携し「子育て環境づくり」を積極的に推進しています。
◆主な実施事業
○子育て相談＝子育てに関する悩みや就園に関する相談を受け付けています
○未就園児親子教室＝未就園児親子を対象に楽しい時間を提供します
○預かり保育＝保育時間終了後お子さんをお預かりし保育します
○長期休みの預かり保育＝春・夏・冬の長期休み期間に行います
○子育て情報の提供＝幼稚園ガイドを編集・発行しています
○小学生を対象とした学童保育
○その他
　幼稚園ごとに実施事業や内容および 2 歳児の受け入れ
状況等が異なりますので、詳しくは各幼稚園に、お気軽
に問い合わせください。

※１歳６か月検診で子育て情報誌「幼稚園ガイド」を配布していますので、
ぜひお役立てください。
幼稚園ガイドは、各幼稚園または市保育課窓口にもあります。
栃木市では幼稚園就園に関する補助金等も充実しています。詳しくは幼稚園
ガイドをご覧ください。
問合先　  保育課（☎ 21‐2519）

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ

ら
れ
、
２
月
28
日
現
在
、
総
額

は
８
５
，
６
５
７
，
８
１
２
円

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま

す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

石
川　

猛
／
ク
リ
タ　

ハ
マ

コ
／
赤
麻
小
学
校
児
童
会

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
２

市
内
高
齢
者
施
設
へ
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

３
月
７
日
、
市
長
公
室
に
お

い
て
寄
付
物
品
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
は
、

都
賀
地
域
、
西
方
地
域
の
施
設

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
労
働

組
合
栃
木
支
部
及
び
日
立
レ
フ

テ
ク
ノ
労
働
組
合
様

▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
１

台
、
大
型
扇
風
機
１
台
（
都
賀

老
人
憩
い
の
家
白
寿
荘
）

▽
加
湿
機
能
付
き
空
気
清
浄
機

１
台（
西
方
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
加
湿
機
能
付
き
空
気
清
浄
機

１
台
（
さ
く
ら
ホ
ー
ム
）

▽
加
湿
機
能
付
き
空
気
清
浄
機

１
台
（
リ
ハ
ビ
リ
教
室
）

 

高
齢
福
祉
課
☎
21
‐
２
５
２
３

感染症（インフルエンザ）予防のためにできること！
　中国で鳥インフルエンザが発生しています。一人ひとりが「感染しない」「感
染を拡げない」ことを意識して、次の予防策を実践しましょう。
★こまめな手洗い・うがいを徹底しましょう！
★休養とバランスのよい食事を心がけましょう！
★咳エチケットを守りましょう！

咳エチケットとは　…　飛沫感染を防ぐために咳やくしゃみをする時は、周りの
人から顔をそむけ、ティッシュペーパーなど で口や鼻をおおうこと。

 健康増進課☎ 25-3511
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と
ち
ぎ
協
働
ま
つ
り
２
０
１
３

　
　
　
　
　

実
行
委
員
募
集

戦
時
中
の
体
験
を
話
し
て
い
た
だ

け
る
方
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

協
働
ま
つ
り
は
、
今
年
で
10

回
目
。
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
27
日
（
日
）

◆
場
所　

総
合
運
動
公
園
（
川

原
田
町
）

◆
内
容　

と
ち
ぎ
協
働
ま
つ
り

２
０
１
３
の
設
営
、運
営
協
力
、

開
催
ま
で
に
数
回
開
催
さ
れ
る

会
議
に
出
席

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
31

日
（
金
）
ま
で
に
「
と
ち
ぎ
協

働
ま
つ
り
２
０
１
３
」
実
行
委

員
会
事
務
局
（
と
ち
ぎ
市
民
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
く
ら
ら
内
／

境
町
／
水
曜
日
休
館
）
☎
20
‐

７
1
３
１
※
締
切
り
後
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

　

市
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平

和
の
尊
さ
を
後
世
ま
で
伝
え
る

な
ど
、
平
和
へ
の
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
非
核
平
和

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

終
戦
か
ら
68
年
が
経
過
し
、

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え

て
い
る
現
在
、
戦
時
中
の
体
験

談
は
大
変
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

市
で
は
そ
の
貴
重
な
人
材
の

把
握
に
努
め
、
今
後
の
非
核
平

和
事
業
を
推
進
す
る
際
の
参
考

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
20
日

（
月
）
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
戦
時
中
の
体
験
の

内
容
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

総
務
課
／
〒
３

２
８
‐
８
６
８
６
入
舟
町
７
‐

26
／
☎
21
‐
２
３
１
１
／
Ｆ
Ａ

Ｘ
21
‐
２
３
２
３

新しい自分に会いに行こう！
～とちぎ次世代人材づくり 2013 ～

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
利
用
状
況

○
情
報
公
開
制
度
と
は　

市
政

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
市
が
保
有
し
て
い
る

様
々
な
文
書
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
請
求
に
よ
り
公
開
す

る
制
度
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は　

市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報

を
保
護
す
る
こ
と
が
主
な
目
的

で
す
が
、
自
己
に
関
す
る
情
報

の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
利
用
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
平
成
24
年
４

自
衛
官
募
集
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す
！　
　
　

○
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は

　

自
衛
官
志
願
者
に
関
す
る
情

報
の
提
供
、
自
衛
隊
地
方
協
力

本
部
の
行
う
募
集
の
た
め
の
広

報
に
対
す
る
援
助
を
個
人
の
好

意
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
市
民
の
方
々
で

す
。
ま
た
、
防
衛
意
識
の
普
及

等
、
防
衛
基
盤
の
育
成
に
も
貢

献
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

　市内に残る歴史的建造物をミニシアターに変貌させる全国初の歴史景観活用型の映画祭。前回
よりも規模を拡大しての開催です。メイン作品として、今年のパリ・キノタヨ映画祭最優秀映像
賞を受賞した辻仁成監督最新作「その後のふたり」を上映。19 日午後の上映後、辻仁成監督を
招いてのトークショーを栃木高校講堂で開催の予定。
　嘉右衛門町地区が昨年７月に重要伝統的建造物群保存地区に選定されたことを踏まえ、今回は
当該エリアで上映以外のイベントにも取組み、より多くの方に伝建地区の魅力を伝えます。
◆日時　５月 18 日（土）～ 19 日（日）17 時頃まで※終了時間は会場により異なります。
◆場所　栃木高校講堂ほか市内の歴史的建造物 14 か所
◆主な上映作品　その後のふたり、ローマの休日ほか、往年の名作、アニメ等※上映作品は
　都合により変更の場合あり。詳細は決まり次第、ホームページ（ http://kura-movie.jp/）
　にアップ。※「ローマの休日」は栃木市長推薦作品
◆参加費　１上映につき 500 円（未就学児無料）※前売り回数券千円（３回券）も販売（販
　売所：栃木市観光協会）
◆タイアップイベント　大道芸パフォーマンス、一箱古本市、アートイベント、スタンプラ
　リー等を予定
◆問合先　栃木・蔵の街かど映画祭実行委員会（商工観光課内）☎ 21‐2543 ※イベントのボ
ランティアを募集。興味のある方は連絡ください。なお、交通費等は支給されません。
◆上映作品

☆
市
営
住
宅

○
大
宮
市
営
住
宅
（
高
齢
者
・

入
居
者
募
集
情
報

地
域
で
活
躍
す
る
青
年
・
女
性

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
参
加
者
募
集

ち
県
外
研
修
３
日
間
）
○
女
性

リ
ー
ダ
ー　

９
回
延
べ
11
日
間

（
う
ち
県
外
研
修
３
日
間
）

◆
場
所　

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
（
パ
ル
テ
ィ
）、

と
ち
ぎ
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
ア

ミ
ー
ク
ス
）
他

◆
参
加
資
格　
（
４
月
１
日
現

在
）
○
青
年
リ
ー
ダ
ー　

原
則

満
18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
男
女

○
女
性
リ
ー
ダ
ー　

原
則
満
30

歳
～
66
歳
未
満
の
女
性

◆
定
員　

本
市
か
ら
2
人
（
県

全
体
で
各
15
人
）

◆
参
加
費　

研
修
に
要
す
る
直

接
経
費
以
外
の
個
人
的
経
費
は

個
人
負
担

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
24

日
（
金
）
ま
で
に
「
事
業
参
加

申
込
書
」
を
青
年
リ
ー
ダ
ー

部
門
は

生
涯
学
習
課
☎
21
‐

２
７
３
２
／
女
性
リ
ー
ダ
ー
部

門
は

人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
☎
24
‐
０
３
５
１
※
応
募
書

類
は
生
涯
学
習
課
、
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
に
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
人
間
性
豊

か
で
地
域
で
活
躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

た
め
に
、
青
年
と
女
性

の
養
成
研
修
を
行
い
ま

す
。

◆
研
修
期
間　

平
成
25

年
７
月
20
日
（
土
）
～

平
成
26
年
2
月
1
日

（
土
）○
青
年
リ
ー
ダ
ー　

８
回
延
べ
11
日
間
（
う

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込

住
戸
、
単
身
可
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
20
歳
未
満

の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
申
込
住
戸
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
本
町
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

◆
申
込
期
間　

５
月
７
日（
火
）

～
10
日
（
金
）
8
時
30
分
～
17

時◆
入
居
日　

６
月
１
日
（
土
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

建
築
課
☎
21
‐
２
６
２
３

い
ま
す
。
市
に
は
、
現
在
17
人

の
方
が
募
集
相
談
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
私
た
ち
の
ま
ち
の
自
衛
官
募

集
相
談
員　

○
秋
間
茂
子
氏
（
今
泉
町
）

○
寺
内
高
子
氏
（
大
皆
川
町
）

○
関
口
キ
イ
氏
（
吹
上
町
）

○
臼
井
範
子
氏
（
吹
上
町
）

○
高
橋
正
行
氏
（
薗
部
町
）

○
大
田
和
茂
氏
（
星
野
町
）

○
相
田
正
男
氏
（
大
塚
町
）

○
小
山　

豊
氏
（
仲
仕
上
町
）

○
並
木
繁
夫
氏
（
箱
森
町
）

○
植
木
悦
雄
氏
（
大
宮
町
）

○
五
十
嵐
弘
氏（
大
平
町
伯
仲
）

○
田
中
英
明
氏（
大
平
町
横
堀
）

○
川
田
精
一
郎
氏
（
大
平
町
西

山
田
）

○
小
泉
克
彦
氏
（
藤
岡
町
甲
）

○
青
木
光
枝
氏（
藤
岡
町
蛭
沼
）

○
篠
﨑
克
之
氏（
都
賀
町
家
中
）

○
安
生
俊
夫
氏（
西
方
町
本
郷
）

◆
問
合
先　

危
機
管
理
課
☎

21
‐
２
７
０
３
／
自
衛
隊
小
山

地
域
事
務
所
☎
０
２
８
５
‐
25

‐
４
７
６
３

月
～
平
成
25
年
３
月
）

　

個
人
情
報
の
開
示
請
求
12

件
、
情
報
公
開
請
求
44
件

◆
問
合
先　

市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
３
階
☎
21
‐

２
３
１
４
）

第６回栃木・蔵の街かど映画祭 低炭素杯 2013

環
境
大
臣
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
V2

栃
木
農
業
高
校
環
境
科
学
部

村
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班

　

栃
木
農
業
高
等
学
校
環

境
科
学
部
が
「
低
炭
素
杯

２
０
１
３
」
で
、
最
高
賞
の

環
境
大
臣
賞
・
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
ま
し
た
。
昨
年
に

続
い
て
の
受
賞
で
、
大
会
初

の
２
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

　

同
杯
は
、
低
炭
素
社
会
の

早
期
移
行
を
目
指
す
「
草
の

根
の
活
動
」
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
大
会
で

す
。
全
国
の
団
体
、
企
業
、

学
校
な
ど
１
，
３
７
１
団
体

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
選
ば
れ
た

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
40
団
体
の

中
か
ら
見
事
最
高
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
「
麻
の
郷
と
ち
ぎ
の
環
境

資
源
を
次
世
代
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
資
源
・
伝
統
産

業
で
あ
る
麻
を
用
い
た
製
品

の
開
発
や
保
全
の
取
り
組
み

な
ど
を
発
表
し
、
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

　

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

 

秘
書
広
報
課 

☎
21
‐
２
２
２
６

グ
ラ
ン
プ
リ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
と

受
賞
標
章
を
手
に
す
る
栃
木
農

業
高
等
学
校
環
境
科
学
部
の
皆

さ
ん

No 上映会場 運営団体 上映作品

1 栃木高校講堂 栃木青年会議所 その後のふたり、ローマの休日、シャーロック・ホーム
ズ、アメイジング・スパイダーマン、サマーウォーズ

2 栃木市役所正庁 栃木青年会議所 ｎｄｊｃ若手映画作家育成プロジェクトセレクション

3 とちぎ蔵の街観光館 栃木信用金庫 最高の人生の見つけ方、ソーシャルネットワーク、オー
シャンズ 11

4 万町北会場（旧しゅろ
の木薬局）★ 九輪草の会 星の王子様、双子の星（ほか読み聞かせ）

5 太田蔵★ ネットワーク栃木 未定

6 中田蔵 学悠館高等学校 ローマの休日、長ぐつをはいたネコ、ペイ・フォワー
ド、ＥＴ

7 栃木市役所別館
（18 日）★

下都賀地区視聴覚
ライブラリー協議会

市制 45 周年記念映画（S57）、市制祝典実況（S12）、
市制 50 周年記念映画（S62）、下野の街道（S57）
　　　　　　　　　　　　　　　（全て 16 ミリ上映）

栃木市役所別館
（19 日）

宇都宮アート＆
　スポーツ専門学校

CHAO ☆ CHAO ☆チャオリン、活弁アニメほか豪華 4
本立て

8 油伝味噌★ とちぎえ～ぞ～
　　　　　　支援隊

那須ショートフィルムセレクション（「ネコヤドのハ
ルとアキ」ほか）

9 岡田記念館南舘★ とちぎ映像
　　　　コンクール とちぎ映像コンクール入賞作品

10 かな半旅館 栃木おやこ劇場 トム＆ジェリー、モンスター＆エイリアン、シンドバッ
ト七つの海の伝説

11 北蔵 Café ひがの★ 
　　（オーダーが必要）日向野商店 未定

12 山本有三ふるさと記念
館★（入館料が必要） 山本有三記念会 米百俵ほか

13 北蔵スタジオ２ 小山高等専門学校 イルカと少年、pray for japan

14 万町南会場
（旧リアルモード）★

アートステージ
　　　　どんぐりら シ的映画上映会（第 3 回太平山麓あーと展内）

15 関根邸★ 栃木・昭和映画館 栃木・昭和の映像 - 映画「六人姉妹」　ほか
　★は無料蔵
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容
費＝費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

スポーツ少年団登録のお知らせ
内 条件＝有資格成人指導者がいて団員数が 10 人以
上の団体／登録料（１人あたり）＝指導者 1,100 円、
団員 650 円※県及び日本スポーツ少年団の登録も
兼ねます 申 ５月 28 日（火）までに 本  スポーツ振
興課☎ 25‐0930、大平、藤岡、西方各教育支所ス
ポーツ振興チームへ
太極拳初心者教室参加者募集
時 ５月 10 日～６月 14 日までの 6 月 7 日を除く毎
週金曜日（全５回）10 時～ 11 時 30 分 場    市総合
体育館剣道場（川原田町）定 30 人 内 体育館シュー
ズ・動きやすい服装 費１人千円（傷害保険、教材
費込）※当日会場で納入 申５月２日（木）までに 
本 スポーツ振興課☎ 25‐0930 ※問合せのみ、栃
木市太極拳協会／新井☎ 27‐4162
バスケットボール教室参加者募集
◎小学生の部
時５月 19 日～７月７日までの毎週日曜日（全８回）
９時 30 分～ 11 時 場 栃木第四小学校体育館（城内
町１丁目）対  小学３年生～５年生
◎中学生の部
時 ５月 14 日～７月２日までの毎週火曜日（全８
回）19 時～ 20 時 30 分 場  栃木西中学校体育館（片
柳町２丁目）対  中学１年生
☆共通事項
内 運動のできる服装・シューズ 費  2,500 円（初日
に会場で納入）申 市バスケットボール部／西畑氏
宅☎ 23‐5098 ／稲川氏宅☎ 23‐0041 ／※問合
せのみ 本 スポーツ振興課☎ 25‐0930
ボランティア講師による初心者対象太極拳参加者募
集
時６月 16 日（日）10 時～ 11 時 30 分 場 勤労者
総合福祉センター（今泉町１丁目）対 市内在住・
在勤者 内 太極拳に興味のある方はもちろん、初め
ての方やご家族・親子での参加大歓迎（上履き・飲
物・運動のしやすい服装）定 20 人（先着順）費 無
料 申 ６月 14 日（金）までに勤労者総合福祉センター
☎ 27‐7140
第 13 回全国障害者スポーツ大会（スポーツ祭東京）
派遣選手募集
時 10 月 12 日（土）～ 14 日（月）場 東京都 内 ４
月１日現在で 13 歳以上の身体障害者又は知的障害
者・栃木県内に現住所を有する方・第８回栃木県障
害者スポーツ大会に出場した方（平成 24 年９月実
施）・強化練習会等の行事（５回）に全日程参加で
きる方 定 39 人（予定）申 ５月 17 日（金）までに
栃木県障害者スポーツ協会☎／ FAX028‐624‐
2761 ※市内在住・在宅の方は 本 社会福祉課で受
付

寺
尾
米
づ
く
り
体
験
教
室
２
０
１
３

　
　
　

   

春
の
部　

開
催

◆
日
時　

５
月
23
日
（
木
）・

24
日（
金
）

９
時
～
11

時
30
分
※

２
日
間
連

続
講
座

◆
場
所　

厚
生
セ
ン

タ
ー
（
栃

　

皆
川
地
区
の
皆
さ
ん
と
農
を

通
し
た
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な

が
ら
、
の
ん
び
り
し
た
田
舎
の

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

６
月
２
日
（
日
）
８

時
30
分
～
14
時
30
分
※
雨
天
決

行◆
場
所　

皆
川
公
民
館
周
辺
圃

場
等

◆
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

田
植
え
、
い
ち
ご
狩

り
※
参
加
者
に
は
後
日
詳
細
を

ふ
る
さ
と
農
業
体
験
学
習
開
催

八
方
ヶ
原
ハ
イ
キ
ン
グ

◆
日
時　

６
月
５
日
（
水
）、

26
日
（
水
）、８
月
１
日
（
木
）、

９
月
２
日
（
月
）
10
時
～
16
時

足
に
も
環
境
に
も
優
し
い

布
ぞ
う
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
！

親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者　
　

　
　
　
　
　
　

研
修
開
催

ま
す
ま
す
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

　

誰
も
が
地
域
で
い
つ
ま
で
も

元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
、
高
齢

者
と
の
関
わ
り
方
、
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
講
話
や
運
動
方
法

を
学
び
、
介
護
予
防
事
業
の
担

い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
し
ま
す
。

◎
大
平
・
藤
岡
地
域

◆
日
時　

6
月
21
日
、
7
月
5

日
、
19
日
、
8
月
2
日
、
9
日

の
各
金
曜
日

◆
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

（
大
平
町
西
野
田
）
と
藤
岡
公

民
館
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
24
日

（
金
）
ま
で
大
平
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
１
５
５
０

／
藤
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
62
‐
０
９
１
１

◎
都
賀
・
西
方
地
域

◆
日
時　

7
月
9
日
、
23
日
、

8
月
6
日
、
20
日
、
27
日
の
各

火
曜
日

◆
場
所　

都
賀
保
健
セ
ン
タ
ー

（
都
賀
町
家
中
）

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
７
日

（
金
）
ま
で
都
賀
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
28
‐
０
７
７
２

／
西
方
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
９
２
‐
０
０
３
２

☆
共
通
事
項

◆
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30

　

農
産
物
の
収
穫
体
験
（
ト
マ

ト
）
や
生
産
者
と
の
交
流
や

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
栃
木
市
の
農

業
を
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

◆
日
時　

６
月
29
日
（
土
）
９

時
～
15
時
（
予
定
）
※
雨
天
決

行◆
場
所　

市
内
生
産
者
圃
場

◆
対
象　

市
内
在
住
者
、
在
勤

在
学
者
等
（
幼
児
参
加
可
）

◆
定
員　

60
人
（
先
着
順
）　

◆
参
加
費　

千
円
（
３
歳
以
下

は
無
料
）

皆
川
地
区
・
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験

　
　
　
　

  

春
の
部　

開
催

　

寺
尾
の
人
々
と
農
を
通
し
た

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

疲
れ
た
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

６
月
２
日
（
日
）
９

時
30
分
～
13
時
※
小
雨
決
行

◆
場
所　

寺
尾
公
民
館
周
辺
圃

場
等

◆
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

田
植
え
、
じ
ゃ
が
い

も
掘
り
、
さ
つ
ま
植
え
、
い
ち

ご
狩
り
又
は
鱒
の
つ
か
み
捕
り

（
予
定
）
※
参
加
者
に
は
後
日

詳
細
を
連
絡
。
ま
た
、
農
作
物

の
生
育
状
況
な
ど
で
体
験
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

◆
参
加
費　

２
千
円
（
昼
食
・

お
土
産
付
き
）
※
未
就
学
児
は

無
料

◆
日
時　

６
月
９
日
（
日
）
８

時
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

集
合
～
17
時
解
散
予
定

◆
場
所　

八
方
ヶ
原（
矢
板
市
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

矢
板
の
八
方
牧
場
・

八
方
湖
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で

す
。初
心
者
の
方
で
も
大
丈
夫
。

休
憩
を
挟
ん
で
３
時
間
く
ら
い

の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

◆
参
加
費　

３
千
円（
バ
ス
代
・

ガ
イ
ド
料
金
・
保
険
料
金
含
む
）

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
５
日

（
水
）
ま
で
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

◆
日
時　

６
月
２
日
（
日
）
５

時
～
19
時
※
バ
ス
乗
車
場
所　

藤
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
第
一
駐
車

場
（
砂
利
）
５
時
出
発

◆
場
所　

尾
瀬
ヶ
原　

鳩
待
峠

（
群
馬
県
片
品
村
）

◆
対
象　

市
内
居
住
の
小
学
生

以
上
の
方

◆
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

栃
木
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
案
内
で
、
水
芭
蕉
が

咲
き
ほ
こ
る
湿
原
の
木
道
を
歩

き
ま
す
。

◆
参
加
費　

４
千
円
（
申
込
時

納
入
）※
つ
り
銭
の
無
い
よ
う
、

ご
協
力
を
。

◆
申
込
・
問
合
先　

参
加
費
用

を
添
え
て
５
月
８
日
（
水
）
～

22
日
（
水
）
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
☎
25
‐
０
９
３
０
／
大

大
平
公
民
館
☎
43
‐
９
２
２
５

／
藤
藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
１
３
０
１

尾
瀬
ヶ
原
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１
日

（
水
）
～
17
日
（
金
）
寺
尾
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
（
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
）
事
務
局
／

農
林
課
内
☎
21
‐
２
５
５
２

連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
の

生
育
状
況
な
ど
で
体
験
内
容
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
参
加
費　

２
千
円
（
昼
食
・

お
土
産
付
き
）
※
未
就
学
児
は

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１

日
（
水
）
～
17
日
（
金
）
皆
川

地
区
街
づ
く
り
協
議
会
（
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
）
事

務
局
／

農
林
課
内
☎
21
‐

２
５
５
２

◆
申
込
・
問
合
先　

栃
木
市
農

業
者
懇
談
会
事
務
局
／

農
林

課
内
☎
21
‐
２
５
５
３

◆
場
所　

栃
木
県
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
瓦
谷
町
）

◆
対
象　

家
庭
教
育
支
援
活
動

に
意
欲
の
あ
る
方
１
０
０
人

◆
内
容　

親
同
士
が
楽
し
く
交

流
し
な
が
ら
子
育
て
に
必
要
な

知
識
等
を
学
ぶ
『
親
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
』
を
活
用
で
き
る
指
導

者
を
養
成
し
ま
す
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
14
日

（
火
）
ま
で

生
涯
学
習
課
☎

21
‐
２
７
３
１

分◆
対
象　

講
座
の
全
日
程
に
参

加
で
き
る
方
。
公
民
館
等
で
の

介
護
予
防
教
室
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
る
方

◆
定
員　

各
会
場
20
人

◆
参
加
費　

無
料

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
旭
町
）

◆
対
象　

市
民
20
人

◆
参
加
費　

無
料
（
布
と
は
さ

み
持
参
）

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１
日

（
水
）
～
17
日
（
金
）
栃
木
市

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
厚

生
セ
ン
タ
ー
）
☎
24
‐
２
４
４

４

◆
日
時　

５
月
19
日
（
日
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

◆
定
員　

男
女
各
15
人
（
先
着

順
）

◆
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

に
よ
る
初
心
者
を
対
象
に
し
た

「
社
交
ダ
ン
ス
」
の
基
本
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１

日
（
水
）
～
17
日
（
金
）
勤
労

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐

７
１
４
０

初
心
者
の
為
の
「
社
交
ダ
ン
ス
」

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
講
習
会

○
心
理
士
の
話

◆
日
時　

５
月
９
日
（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

◆
内
容　
『
心
の
発
達
と
そ
の

問
題
』

◆
講
師　

國
學
院
大
學
栃
木
短

期
大
学　

佐
藤
秋
子
氏

○
幼
児
安
全
法

◆
日
時　

５
月
31
日
（
金
）
10

時
～
11
時
30
分

◆
内
容　

日
赤
職
員
の
指
導
に

よ
る
幼
児
安
全
法

☆
共
通
事
項

◆
場
所　

と
ち
ぎ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
２
階
会
議
室
①

◆
対
象　

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
に
関

心
の
あ
る
方
。
会
員
さ
ん
で
な

く
て
も
参
加
可
。
託
児
あ
り
。

◆
定
員　

30
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

栃
木
☎
25
‐
１
０
４
０
／
大
平

☎
43
‐
１
１
３
４
※
申
込
時
間　

９
時
～
17
時

女
性
消
防
団
員
募
集

◆
募
集
期
間　

５
月
１
日（
水
）

～
５
月
24
日
（
金
）

◆
募
集
人
員　

定
員
20
人

◆
応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市

内
在
住
又
は
在
勤
の
方
で
健
康

な
方

◆
応
募
方
法　

所
定
の
様
式

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
し
く
は
、
危
機
管
理

課
・
各
総
合
支
所
地
域
ま
ち
づ

く
り
課
備
え
付
け
用
紙
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
危
機
管

理
課
に
直
接
提
出
又
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
内
容　

火
災
予
防
啓

発
、
訓
練
行
事
等
へ
の
参
加
、

応
急
手
当
の
知

識
習
得
と
普
及

指
導
な
ど
。

◆
身
分　

非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

◆
入
団
後
の
主
な
待
遇　

①
年

額
報
酬
や
、
訓
練
等
に
出
動
し

た
際
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

②
消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た

場
合
は
、
補
償
制
度
が
あ
り
ま

す
③
消
防
団
活
動
に
必
要
な
被

服
等
が
貸
与
さ
れ
ま
す
④
職

務
に
あ
た
っ
て
、
功
労
・
功
績

が
あ
っ
た
場
合
は
、
表
彰
さ
れ

ま
す
。

◆
問
合
先　

危
機
管
理
課
☎
21

‐
２
７
０
３
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
５月 23 日（木）13 時 30 分～  

栃木保健福祉センター（今泉町２丁
目）  市内在住で働く意欲のある 60
歳以上の方  問い合わせはお住まい
の地域の事業所へ。栃木事務局☎ 23
‐4165 ▽藤岡事業所☎ 62‐1534 ▽
都賀事業所☎ 27‐8812 ▽大平事業
所☎ 43‐0155 ▽西方事業所☎ 92‐
8390 ※除草・塗装のできる方大募集

（経験者、興味のある方はぜひ！）※
センターでは、植木手入れ・除草・草
刈・家事援助等の仕事を割安な料金で
お受けしています）

シルバー人材センター刃物研ぎ
５月 15 日（水）９時～ 12 時（申

込みは 12 時まで）  栃木保健福祉セ
ンター西側シルバーセンター作業所前

（今泉町２丁目）  包丁類 300 円～、
刈込はさみ 500 円～、修理 100 円～

 シルバー人材センター栃木事務局
☎ 23‐4165
※ 4 月から刃物研ぎの場所が栃木保
健福祉センターに変更になりました。

第 16 回ゆーあい工房まつり
5 月 19 日（日）10 時～ 14 時 30

分  （福）うまぐりの里　ゆーあい工
房（城内町２丁目）  ゆーあい工房
の焼きたてパン・木工製品販売、模擬
店など （福）うまぐりの里　ゆー
あい工房☎ 25‐4001

栃木で「千羽鶴」を観る会企画　劇団
文化座・代表　佐々木愛氏　講演と交
流の集い「千羽鶴に願いをこめて」

５月 11 日（土）14 時開会  栃木
文化会館リハーサル室（旭町）  8
月 10 日（土）の劇団文化座公演「千
羽鶴」によせて、平和への熱い思いを
佐々木愛さんが語ります  無料  栃
木で「千羽鶴」を観る会／鈴木☎ 22
‐1093

母親くらぶ ゆ・る・く新規会員大募集 !
 第１回活動／いちごがり５月 12

日（日）10 時～  アグリの郷 30 分
食べ放題※参加費大人 400 円・子供
200 円  家族だけではできない季節
の行事などを、幅広い年齢の子供た
ちと楽しみましょう !! 農園活動もで
きますよ !!  年会費 3 千円（舞台鑑
賞ができる得々ペアチケット付き）  
栃木おやこ劇場☎ 22‐7062

栃木県シルバー大学校第 35 期生募集
  県内在住の 60 歳以上（平成 26
年 3 月 31 日現在）で、第 25 期（平
成 17 年度）以降のシルバー大学校を
卒業していない方  スポーツレクリ
エーションや福祉、健康づくり、文化
伝承など、地域活動に必要な科目を学
習しま す   6 月 1 日（土）～ 30 日（日）
に入学願書（各シルバー大学校・本
庁・各総合支所にあり※ 5 月上旬に
届く予定）に 80 円切手を貼った返信
用封筒を添えて本庁、各総合支所、又
は入学を希望するシルバー大学校まで
提出（土日祝日を除く）※郵送の場合
は 6 月 30 日（日）の消印有効。シル
バー大学校南校☎ 0282‐22‐5325
／中央校☎ 028‐643‐3390 ／北校
☎ 0287‐43‐9010

平成 25 年度親子記者事業参加者募集
 ８月８日（木）～ 11 日（日）  

長崎市内  市内居住の４年生以上１
人と保護者１人。平和・原爆・核兵器
廃絶等に関心がある方（過去の参加者
除く）  ２人（１組）申込多数の場
合は抽選  小学生と保護者が記者と
なり、８月９日（金）の長崎原爆犠牲
者慰霊平和祈念式典等の被爆地の様子
や被爆者を取材することで核兵器廃絶
と平和の願いの継承を図ります  （主
催者負担分）航空・鉄道往復運賃／宿
泊代（朝食付）／取材補助経費１万
円 / 組※食費、個人的な負担費用、旅
行保険代等は含まない。期間中、主
催者で簡易スポーツ保険に加入  ５
月 10 日（金）＝当日消印有効＝まで
日本非核宣言自治体協議会事務局（長
崎市平和推進課内）☎ 095‐844‐
9923 ※詳しい応募方法はホームペー
ジ http://www.nucfreejapan.com を。

iPad、パソコン講座開講
 第１回５月 27 日（月）午前の部９

時 30 分～・午後の部 13 時 30 分～
 ◆パソコン講座：入門、ワード基

礎、エクセルワード実用、活用、カメ
ラ操作、デジタル写真（各 10 回コー
ス、毎回 2 時間）◆ iPad 講座 : 入門コー
ス、活用コース、楽しみコース（各 4
回コース、毎回 2 時間）  NPO 法人
栃木県シニアセンター☎ 20‐3322
※受付は平日 13 時～ 16 時まで。詳
細 は ホ ー ム ペ ー ジ http://www.cc9.
ne.jp/~tochi-senior を。

平成 25 年度の協会けんぽの保険料率
は据え置きとなります
　中小企業等で働く方やその家族が加
入している健康保険「協会けんぽ栃木
支部」の平成 25 年度の健康保険料率
及び介護保険料率は据え置きとなりま
す（健康保険料率 9.95％・介護保険
料率 1.55％）※ 40 歳から 64 歳まで
の方は、介護保険料が加わります  
全国健康保険協会栃木支部（協会けん
ぽ）☎ 028‐616‐1691

不正けし撲滅運動にご協力ください
　けしの仲間には法律で栽培が禁止さ
れているもの
があります。
　昨年管内で
確認された不
正 け し は 約
2200 本 で、

「アツミゲシ
（セティゲル
ム種）」（写真）
と「ケシ（ソムニフェルム種）」があ
りました。繁殖力が強く、雑草に混ざっ
て自生しています。

　不正けしが家庭に自生した場合は、
抜いて処分してください。また外で不
正けしを見かけたり、鑑別に迷ったと
きは栃木健康福祉センター☎ 0282‐
22‐4121 ／県南健康福祉センター
☎ 0285‐22‐6119 に連絡ください。

 県南健康福祉センター生活衛生課 ☎
0285‐22‐6119 ／ FAX0285‐21‐
0175

「男女共同参画セミナー　基礎コース」
受講者募集
　男女共同参画社会の実現に向けて現
状と課題を理解し、一人ひとりができ
ることに気づき、取り組むことを考え
るための基礎的な学習をする「男女共
同参画セミナー　基礎コース」を実施
します。

 ６月１日～７月６日の土曜日全５
回  パルティとちぎ男女共同参画セ
ンター（宇都宮市野沢町）  全５回
参加できる方  無料  「幸せ力アッ
プ！～わたしの『チカラ』を伸ばす 5
つの方法～」をテーマに、性別や年齢、

種類 ケシ アツミゲシ

草丈 100 ～
160cm 50 ～ 100cm

茎の特徴 無毛であり、あっても極め
て少ない

葉の色 キャベツの様な白緑色

葉の特徴

①ふちはノコ
ギリの様に不
規則なギザギ
ザ

①葉の切れ込
みがやや深い

②柄がなく、
茎を包み込ん
でいる。

②葉の大きさ
がケシよりも
小型

花の色 赤、桃 薄紫
花びら 4 枚、八重 4 枚

考え方や立場の違いを越えて、男女共
同参画の視点を持つことの大切さを学
びます  ５月 10 日（金）までに電
話、FAX、ホームページ、直接来館で
パルティとちぎ男女共同参画センター
☎ 028‐665‐8323

雇用保険を受給できない求職者の皆さ
まへ～求職者支援制度のご案内
　職業訓練によるスキルアップで早期
就職を！①再就職に必要なスキルを身
に付けるための職業訓練を受講できま
す②訓練期間中も訓練終了後も、ハ
ローワークが積極的に就職支援します
③一定要件を満たす方に訓練期間中、
給付金を支給します。  ハローワー
ク栃木☎ 22-4135

平成 25 年度酒類販売管理協力員の募
集
　関東信越国税局では、スーパー、コ
ンビニエンスストア、酒販売店などへ
の買い物の際にお酒売り場の未成年者
飲酒防止のための表示状況等を確認
し、税務署に連絡していただく『酒類
販売管理協力員』を募集しています。
　応募方法等の詳細は、国税庁ホーム
ページをご覧いただくか、宇都宮税務
署へ問い合わせください。  宇都宮
税務署☎ 028-621-2249

平成 25 年国民生活基礎調査の実施
　国民生活基礎調査の大規模調査年の
今年は、市内８地区を対象に６月に調
査が実施されます。知事が発行した身
分証を携帯した調査員が対象地区のお
宅に直接調査のお願いに伺います。電
話等で調査内容をお聞きすることは
ありません。ご協力お願いします。  
県健康増進課☎ 028-623-3094

　市政情報、イベント情報、
観光情報などを迅速に広く発
信するため、栃木市公式ツ
イッター及びフェイスブック
を始めました。
　災害時には災害情報も発信
します。
　市ホームページのバナーを
クリックするとどなたでも見
ることができます。みなさん、
お気軽に見に来てください。

 秘書広報課 ☎ 21-2224

Tochigi
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＝日時、 ＝会場、 ＝料金、 ＝定員、 ＝チケット、 ＝プレイガイド、 ＝申し込み、

＝開場、 = 開演時間、 ＝託児サービス、 ＝電話予約、 ＝問い合わせ

◆大ホールの舞台で○○してみません
か？
   ５月３日（金）～５月５日（日）   　
大ホール　  １日 10 枠（1 枠 1 時間） 
      3,000 円／時間　  受付中 
　ゴールデンウィークの３日間、大ホー
ルの舞台を開放します。発表会の練習や、
部活、サークルの練習等、ステージの気
分を是非味わってください。
3 日、4日…音楽、5日…演劇・ダンス等

びグループ 
ハートホールのピアノを使い、コン
クール前のレッスンや小演奏会・バ
ンドレッスン等を行ってみませんか!!
お気軽に申し込みください。

◆春の映画鑑賞会
お楽しみ親子映画会「マダガスカル３」
　  5 月 26 日（日）10:00/13:00（２
回上映）　  800 人 対象 3 歳以上　

 500 円（全席自由席）　  発売中　
 市内各文化会館

　ニューヨークの動物園から逃げ出し
た 4 頭の動物たちが主役の、ドリー
ムワークス・アニメーション。ライオ
ンのアレックス、シマウマのマーティ、
キリンのメルマン、カバのグロリアが、
騒動を巻き起しながら冒険を繰り広げ
る。ニューヨークへの帰国を決意した
ものの、ひょんな事から指名手配 ? さ
れたアレックス達は動物管理局に追わ

◆ふるさとふれあいコンサート
　　　ヴァイオリン石川実幸季の
　　「音楽劇：不思議の国のアリス」
　  5 月18 日（土）　  14:00　 13:30
　 ロビー特設ステージ　  200 人　

 前売り400 円、当日 500 円　  発
売中　  大平文化会館
　ふるさとふれあいコンサートは、栃木
市大平地域の音楽家を紹介する事業です。
　今回は、ヴァイオリンの石川実幸季さ
んを紹介します。１部は、桐朋学園の仲
間達とで音楽劇「不思議の国のアリス」
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区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3日曜日は「家庭の日」 のため県内の小・

中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者保健福

祉手帳の交付を受けている方と介助者 1人は無料

※団体は 20 人以上

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

◆サーカスコンサート 2013
～心をつなぐハーモニー～

    7 月 7（日）　  16:00　  全席指
定　       3,500 円　  5 月 2 日（ 木 ）
販売開始　  市
内 各 文 化 会 館、
ＪＡしもつけ藤
岡支店、とりせ
ん藤岡店、佐野
市文化会館、小山市立文化センター◆都賀文化会館　ギャラリー 企画展

　　アートリンクとちぎ２０１３
　 　　“ 絵画でたどる栃木路 “
　  ６月 1 日（土）～６月９日（日）
観覧時間 9:00 ～ 17:00　  ギャラ
リー　  無料　
栃木アートリンク　（栃木県立美術館
収蔵作品出張展示会）
郷土の作家　絵画展
　地元の画家、刑部仁氏をはじめとす
る１０人の画家　２０作品を展示
　　  ◆ピアノ・ステージの開放

 6 月 15 日（土）、6 月 16 日（日）
10:00 ～ 19:00　  ステージ　  16
組（先着順）対象 5 歳以上の個人及

●開館時間　９:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
●休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

Lundy Collection 

近代竹工芸の誕生―二代鳳斎と琅玕斎を中心に4 月 13 日（土）～ 6 月２日（日）

　かつて実用品とみなされていた竹工
芸は、栃木市出身の二代飯塚鳳斎と飯
塚琅玕斎によって、創
造的な近代工芸の領域
にまで高められました。
　唐物籠の伝統を受け
継ぎつつ、古典的意匠
に近代的な洗練を加え
た二代鳳斎。新たな技法の数々によって、
古典を超える独自のモダンで洒脱な作
品を生み出した琅玕斎。
　本展では今回が初公開となる Lundy 
Collection から約 60 点を展覧し、この
二人によって導かれた近代竹工芸への
展開を辿りながら、次代の竹工芸作家た
ちに与えた影響を探ります。  
◎クラビ活動「近代竹工芸ことはじめ」 
●日時　5 月11日（土）14:00 ～ 15:00
●場所　油伝味噌 
●参加費　500 円（田楽付）
●定員　10 人（要申込） 
●申込締切　5 月 5 日（日） 
◎学芸員によるギャラリートーク 
●日時　5 月 4 日（土）14:00 ～ 

※申込不要、観覧券をお求めのうえ、
当館受付までお集まりください。 
◎着物で美術館　自分で選んだ着物を
着て展覧会を鑑賞してみませんか 
●日時　5 月18日（土）、19日（日）
9:30 ～16:30（着付は午前中のみ） 
●参加費　1,000 円（着物一式レンタ
ル、着付け、観覧料込） 
●定員　各日 30 人（要申込） 
●申込締切　5 月 12 日（日） 
◎竹カフェ
　二日間限定のミュージアム・オープン
カフェ。竹モチーフの空間でドリンク提供
●日時　5 月18日（土）、19日（日）
11:00 ～16:00 

を上演します。出演
はピアノ：高畠愛さ
ん、語り：溝田優仁
さん、パントマイム：
石田律子さん、そし
て、ヴァイオリン：石
川実幸季さんの４人
です。２部はヴァイオ
リンリサイタルです。

れ、なんとサーカスに入団か ? モンテカ
ルロからローマ、スイスアルプスを経て
オリンピックが開催されるロンドンへと、
今回の舞台はヨーロッパ。目指す故郷
のニューヨークにはまだまだ帰れないの
か ?

都賀文化会館
☎ 27-8855

藤岡文化会館
☎ 62-4321

大平文化会館
☎ 43-5231

栃木文化会館
☎ 23-5678
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○こどもの日　～ヨーヨーつりに
チャレンジ！～

５月５日（日）10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由）  幼児以上
○ぺたぺた記念日

5 月 8 日（水） 10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由）  ０歳以上

 手形・足形、身長・体重測定
○親子ビクス

５ 月 13 日（ 月 ）10 時 ～ 10 時
45 分 1 歳以上の未就園児と保護
者 25 組（先着順）  飲み物、動き
やすい服装  大橋光子氏 ５月７
日（火）～
○のびのびひろば

5 月 28 日（火） 1 歳以上の未
就園児
○ぷちぷちひろば

5 月 29 日（水）  ０～ 11 か月児
☆のびのび、ぷちぷち両ひろばとも
10 時～ 11 時 30 分（時間内参加自
由）  青空フォトフレームづくり
　☆共通事項　  無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
５月７日・14 日・21 日の火曜日

10 時 30 分～ 11 時 30 分（時間内
参加自由）  大平みなみ児童館 
乳幼児と保護者 （７日）小麦粉
粘土遊び、（14 日）身体を動かして
遊ぼう、（21 日）手作りおもちゃ製
作
○赤ちゃんサロン

５月 16 日（木）、23 日（木）10
時 30 分～ 11 時 30 分  大平みな
み児童館  ０歳児と保護者 30 組

（上の子の託児あり）  ふれあい遊
び、ママ同士のおしゃべり、（16 日
のみ）身体計測  受付中
○絵本講習会

５月９日（木）10 時 30 分～ 11
時 30 分  大平みなみ児童館  乳
幼児と保護者 20 組  絵本のお話と
読み聞かせ  福音館書店　絵本研
究室　根本栄次氏  受付中
○大平南第 2 保育園との交流会

５月 30 日（木）９時 45 分～ 10
時 30 分  現地集合（９時 40 分）
駐車場は榎本公園（南第 2 保育園
西側）  乳幼児と保護者 10 組  
保育園児との交流と見学  受付中
○ベビーマッサージ

６月６日（木）10 時 30 分～ 11
時 30 分  大平みなみ児童館 ０
歳児と保護者 20 組（上の子の託児
あり）※今年度初めての方のみ  
ホホバオイルを使用したマッサージ

 大きめのバスタオル  阿部淳子
氏  無料 ５月７日（火）～
○大平南第１保育園との交流会

６月７日（金）９時 45 分～ 10
時 30 分  みなみ児童館に 9 時 40

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○ほのぼの移動広場
５月７日（火）、21 日（火）10

時 30 分～ 11 時 30 分※時間内参
加自由  イオン栃木店２Ｆちびっ
こ広場  保育士による歌遊び、絵
本読み、ミュージック・ケア等や子
育て相談
○親子ふれあい給食

５月 13 日（月）、27 日（月）※
受付 10 時～ 10 時 30 分 ５組（当
日先着順） 800 円（離乳食有り）
○マタニティー＆ベビーの日

５ 月 23 日（ 木 ）14 時 ～ 15 時 
妊娠５か月以上（臨月を除く）の

妊婦または夫婦２組  赤ちゃんの
お世話、調乳、おやつ試食  エプ
ロン、母子手帳  無料  電話で
10 時～ 15 時
○双子ちゃん遊ぼう

５ 月 29 日（ 水 ）10 時 ～ 12 時 
未就園児の双子と保護者または双

子を妊娠中の方  無料※一般にも
開放

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○スイーツデコ☆マグネット
５ 月 11 日（ 土 ）14 時 ～ 16 時 

大平児童館
（☎ 43‐2350）

○赤ちゃんサロンちゅうりっぷコー
ス（全 4 回コース）

５月 23 日（木）～活動日　木曜
日 10 時～ 11 時 30 分  平成 25 年
10・11・12 月生まれの乳児と保護
者
○赤ちゃんサロンひまわりコース

（全 4 回コース）　
５月 30 日（木）～活動日　木曜

日 10 時～ 11 時 30 分  平成 25 年
７・８・９月生まれの乳児と保護者
☆共通事項　 20 組（先着順）
子育ての情報交換、離乳食試食等 

 無料（材料費等実費負担） ５
月７日（火）～ 17 日（金）にメー
ル sakura-3j@sakura-kids.jp に 保 護
者名、〒住所、子ども名、読み仮名、
生年月日、電話番号を送信。※案内
は後日郵送致します。

○スマイル・スマイル～親子でお友
だちつくり～

５月７日（火）  3 か月～ 1 歳
5 か月児と保護者
○にこにこたいむ～親子でお友だち
つくり～

５月 10 日（金） 1 歳 6 か月以
上の未就園児と保護者
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
～ 11 時 30 分（時間内参加自由）

 母の日のプレゼント作り～写真
つき壁掛け便利ポケット～
○わくわくたいむ

５ 月 11 日（ 土 ）14 時 ～ 15 時
30 分（時間内参加自由） 4 歳児
以上  母の日のプレゼント作り～
フレグランスポーチ～
○６月のママといっしょ

５月 16 日（木）～ 31 日（金）
※ 4 クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と
保護者） ６月 21 日（金）10 時
30 分～  雨の日を楽しもう  バ
スタオル　
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か
月児と保護者） ６月 25 日（火）
10 時 30 分～  でんでん虫ごっこ
◇くま②クラス（1 歳 6 か月児～ 1
歳 11 か月児と保護者） ６月 25
日（火）11 時 15 分～  でんでん
虫ごっこ
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児
と保護者） ６月 28 日（金）10 時
30 分～  雨だいすき  クレヨン
○花壇作り～夏やさいを育てよう～

５月 25 日（土）13 時 30 分～※
雨天決行 4 歳児以上 15 人（先
着順・未就学児は保護者同伴）  
タオル、帽子、水筒※汚れても良い
服装  ５月９日（木）～
○子育て支援センター所長による講
話及び子育て相談

６ 月 15 日（ 土 ）10 時 30 分 ～
12 時  いまいずみ児童館 2 階集
会室  子育て中の保護者 20 人（託
児あり）※先着順 ５月 19 日（日）
～６月８日（土）
☆共通事項　  無料  電話または
直接いまいずみ児童館へ

８地域合同子育て支援センター行事

 ５歳以上 18 歳未満各日 30 人（当
日先着順）  紙粘土で作ったスイー
ツたちを可愛くデコろう♪（1 人２
個作れます）  無料○
○インターネットからも行事予定・
行事の写真が見られます！
　栃木市役所ホームページ→子育て
→児童館→はこのもり児童センター
の順にクリックしてください。

 

 

○開放保育
5 月 8 日（水） 

○親子ふれあい遊び
５月 15 日（水）

○ 5・6 月生まれの誕生会
5 月 22 日（水）

○身体測定
５月 29 日（水）

☆共通事項　時間 10 時 30 分～  
地域子育て支援センターにしかた  
未就園児と保護者  無料  不要　

○ほんわかタイム
５月 14 日（火）当日受付  ０

歳児と保護者  親子でのふれあい
遊びとおしゃべりタイム  無料
○プチなかよしタイムⅠ期

５月 21 日（火）、６月 18 日（火）
 平成 24 年４月～６月生まれの乳

児と保護者 20 組（先着順）  親子
でふれあい遊びと専門家による講話

（５月「子どもと栄養」６月「子ど
もの心」）  受付中
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時

 地域子育て支援センター  無料
 時間８時 30 分～ 17 時

○えほんタイム
11 時 ～ 11 時 15 分、16 時 ～ 16
時 15 分  歌や絵本、紙芝居やパ
ネルシアター、体操等

５ 月 28 日（ 火 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分（共通）  大平運動公
園 １歳６か月以上の幼児保護者
50 組  親子で楽しむ戸外遊びや
ゲーム  無料 ５月７日（火）～
共通申し込み時間８時 30 分～ 17
時■各地域子育て支援センターへ

分集合  2 歳児と保護者 10 組  
保育園児との交流と見学  ５月７
日（火）～

○お散歩会　
５月９日（木）※雨天の場合、支

援センター内での遊び  藤岡保健
福祉センター敷地内  乳幼児と保
護者 20 組  敷地内散策  飲み物

５月７日（火）まで
○親子製作　

５月 24 日（金）  乳幼児と保護
者 20 組  てんとう虫を作ろう
５月１日（水）～（先着順）
○親子ビクス　

５月 30 日（木）  乳幼児と保護
者 30 組  親子でエアロビクスを
楽しもう  バススタオル、飲み物

原美穂子氏 ５月７日（火）～（先
着順）
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
30 分～ 11 時 30 分  無料　

○親子エアロビクス
５月 23 日（木） 20 組（先着順）
 飲み物、バススタオル  大橋光

子氏 ５月９日（木）～予約受付
○すくすくタイム

 ５月２日（木）身長・体重測定・
窓飾り製作、９日（木）エプロンシ
アター、30 日（木）おもちゃ製作（20
組限定） ５月 16 日（木）～予約
受付
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分  未就園児と保護者 
無料※定員のあるものの予約が必要

○月・木星・金星・土星や冬の星座
を観測しよう♪

5 月 1 日・8 日・15 日・22 日・
29 日の水曜日 19 時 30 分～ 21 時
30 分  大平児童館３階ほしをみ
る部屋  全年齢  なし  天体望
遠鏡で宇宙を覗いてみませんか？

 無料  雨天時イベント開催の有
無等、詳しい内容はホームページ
www.10years4kids.com まで。天体
観測、季節の行事等の情報をお知ら
せしています。

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 ５月１日（水）、
７日（火）◇２歳以上 ５月２日（木）
ともに時間は 10 時～ 11 時
○移動動物園

５月 16 日（木）10 時 30 分～ 11
時※雨天の場合は６月６日（木）
１歳６か月以上児とその保護者 20
組 100 円（餌代） ５月７日（火）
～９日（木）９時30分～電話受付（先
着順）
〇親子クッキング「サンドウィッチ
を作ろう」

５ 月 13 日（ 月 ）10 時 ～ 11 時 
２歳以上児とその保護者（食品ア

レルギーのないお子様） 100 円
（材料費） ５月１日（水）～２日（木）
９時 30 分～電話受付（先着 10 組）
〇絵本の会☆

５月 17 日（金）10 時 30 分～ 11
時
〇カレンダー作り☆

５月 20 日（月）・27 日（月）10
時～ 11 時、５月 22 日（水）13 時
～ 14 時
☆印は自由参加です。気軽に遊びに
来て下さい。

○乳幼児の健康について～こどもの
ために親ができること～

５月 13 日（月） ６か月～未就
園児と保護者 20 組  母子手帳
○ふれあって　あそぼう
◇６か月～１歳５か月児

５ 月 10 日（ 金 ）、15 日（ 水 ）、
21 日（火）、23 日（木）、30 日（木）
◇１歳６か月～未就園児

５ 月 14 日（ 火 ）、17 日（ 金 ）、
22 日（水）、27 日（月）、31 日（金）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 ５月７日（火）
～９日（木）９時～ 15 時
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乳幼児健診等のご案内
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６月の集団健診日程

日 曜
日 場　所 対象

特
定
健
診･

肝
炎
ウ

イ
ル
ス
・
胃
が
ん
・

肺
が
ん
・
大
腸
が
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受診項目

前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
密
度

１ 土 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
２ 日 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
３ 月 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
５ 水 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
６ 木 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
10 月 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
14 金 藤岡保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
15 土 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
17 月 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
25 火 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○

健診当日の受付時間は、8：30 ～ 10：30 です。

６月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
７ 金 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
11 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
20 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30
24 月 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30
28 金 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30

６月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
20 木 大平ゆうゆうプラザ

13：30 ～ 16：30
21 金 栃木保健福祉センター

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ
①妊娠中の生活・仲間づくり ５月 27 日（月） 終了
②育児について・栄養指導   ６月７日（金）   ５月 23 日（木）
③妊婦体験・沐浴指導   ６月 22 日（土）    ６月 22 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

栃木保健福祉センター
５ 24 金   ふれあい遊び・子育てアドバイス
６ 22 土   絵本読み聞かせ・ストレッチ

大平ゆうゆうプラザ
５ 15 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
５ ８ 水 離乳食実習
６ ７ 金 ベビータッチケア

 西方保健センター
５ ８ 水 子育てのお話

　
　
　
　（
５
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
7 火 栃木 （栃木保健福祉センター）

13 月 大平 （大平ゆうゆうプラザ）
15 水 西方（なかよしこども園）
20 月 藤岡 （藤岡保健福祉センター）
27 月 都賀 （都賀保健センター）

休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター５月の当番医≫
境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699

【診療時間等】
平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。

１ 水 石塚（好生医院）
２ 木 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）

３ 金
内：江田（江田クリニック）
外：長（大平ファミリークリニック）

４ 土
内：筒井（筒井医院）
外：森川（森川内科外科クリニック）

５ 日
内：竹田（竹田内科医院）
外：中野（誠）（中野病院）

６ 月
内：腰塚（学）（ちづかクリニック）
外：中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）

７ 火 成田（成田内科）
８ 水 大山（大山整形外科）
９ 木 斉藤（伸）（さいとう小児科）
10 金 石井（石井内科医院）
11 土 青木（虎）（青木医院）

12 日
内：大森（うづまクリニック）
外：林（天海整形外科）

13 月 青木（章）    （静和医院）
14 火 山門（山門クリニック）
15 水 金田（金田医院）
16 木 藤沼（仁）（大平下病院）
17 金 橋本（安）（橋本医院）
18 土 長（大平ファミリークリニック）

19 日
内：轡田（こひらメディカルクリニック）
外：酒井（酒井整形外科医院）

20 月 青木（虎）（青木医院）
21 火 土谷（土谷医院）
22 水 中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
23 木 河口（河口医院）
24 金 中元（中元内科医院）
25 土 箕輪（箕輪内科）

26 日
内：渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）
外：亀田（亀田整形外科医院）

27 月 川島（かわしまクリニック）
28 火 桜井（桜井こどもクリニック）

29 水 与倉（与倉ペインクリニック）

30 木 野崎（野崎医院）
31 金 亀田（亀田整形外科医院）

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

毎日18：00 ～ 23：00  
☎ 028‐600‐0099　プッシュ回線の場合　  #8000 

≪とちぎ子ども救急電話相談≫

○ホームページ
　「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
　アドレスバーに下記のＵＲＬを入力。
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ医療情報ネット≫

５月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

８ 水 栃木（栃木保健福祉センター）
22 水 栃木（栃木保健福祉センター）
22 水 都賀（都賀保健センター）
28 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）
28 火 西方（西方保健センター）
30 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

9 か月児健診
16 木 栃木（栃木保健福祉センター）
22 水 都賀（都賀保健センター）
28 火 西方（西方保健センター）
29 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
30 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

1 歳 6 か月児健診
７ 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）
15 水 栃木（栃木保健福祉センター）
24 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）
28 火 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
8 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）

17 金 西方（西方保健センター）
20 月 栃木（栃木保健福祉センター）
29 水 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
１ 水 藤岡（藤岡保健福祉センター）
14 火 栃木（栃木保健福祉センター）
14 火 都賀（都賀保健センター）

　外遊びは、家の中では経験できない様々なことに出会います。風が肌にあたる感覚や葉っぱ
が風に揺れる音、草木や土のにおいなど、自然に親しむことで子どもの五感を育てます。
　また、外を歩いたり走ったりすることで、バランス感覚を養うとともに、足腰も鍛えられ身
体の発達を促す効果もあります。
　新緑のよい季節に、お子さんとふれあいながら外遊びを楽しんでみてはいかがでしょうか。

●乳児の頃（～ 1 歳）：抱っこやベビーカーでお散歩をして、草木や他の子ども
　　　　　　　　　　　  達が遊んでいる姿などをみせてあげましょう。
  ●あんよの頃：ダイナミックな遊びができるようになります。公園に出かけて、芝
  　　　　　　　生や砂などの上を歩いてみましょう。また、ボールなどで一緒に遊
　　　　　  　　んでみましょう。

　　　　　　　　　　　　※子どもは興味のあるところへ動いていってしまうので、
　　　　　　　　　　　　   大人が目を離さずに見守りましょう。

成人健診等のご案内

　　健康のため年に 1 回

　　　　　　　　　健康診断を受けましょう

外遊びは、
紫外線対策と

水分補給をしっか
りしましょう！

『外遊びをしよう』
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

　
近
く
に
八
重
桜
、
遠
く
富
士
山

　
　
　
　
　

地
元
が
育
て
た
自
慢
の
名
所

石川　美
み く

駈ちゃん

県
知
事
へ
合
併
申
請
書
提
出

　

３
月
27
日
、
栃
木
県
庁
知
事

応
接
室
に
お
い
て
、
鈴
木
俊
美

市
長
＝
写
真
㊥
＝
と
岩
舟
町
の

市
村
隆
町
長
＝
㊧
＝
が
、
福
田

富
一
知
事
に「
廃
置
分
合（
合
併
）

申
請
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

５
月
の
栃
木
県
議
会
で
の
審

議
・
議
決
、
県
知
事
の
合
併
決

定
等
の
手
続
き
を
経
て
、
平
成

26
年
４
月
５
日
に
新「
栃
木
市
」

が
誕
生
し
ま
す
。

合
併
推
進
室 

☎
43
‐９
２
０
３

ル
ゼ
ン
エ

平成 24年５月生まれの赤ちゃん

石川　泰
や す し

史ちゃん白石　結
ゆ い

愛ちゃん

荒川　拓
た く ま

真ちゃん

若菜　剛
つ よ し

士ちゃん葛生　直
な お き

希ちゃん

羽金　佑
ゆ う ま

真ちゃん

大森　颯
そ う た

太ちゃん

金山　凜
り ん と

音ちゃん

川村　鴻
こうすけ

介ちゃん

井樽　健
け ん と

人ちゃん程島　航
こうだい

大ちゃん関口　漣
れん

ちゃん

篠崎　咲
さ さ

々ちゃん

大塚　晃
こ う き

生ちゃん丹野　光
ひかる

ちゃん右田　悠
ゆ う し

志ちゃん

斎藤　真
ま ほ

帆ちゃん

小島　優
ゆ う あ

空ちゃん

有馬珠
す ず な

々和ちゃん

渡邉　心
こ は る

陽ちゃん

高野　悠
ゆうせい

生ちゃん

田口　愛
あ い か

華ちゃん

優秀賞

最優秀賞 「希望の朝」
神保仁一さん（栃木市）

「光　彩」
優
秀
賞

優
秀
賞

「オーロラに乗って出発」
伊藤茂雄さん（上三川町）

「郷　愁」
木道碩久さん（栃木市）

栗原友司さん（埼玉県加須市）

菊地　快
か い と

斗ちゃん

今泉　彩
さ わ

和ちゃん 高田　悠
は る ま

真ちゃん

　第３回とちぎの四季観光写真コンテストの
審査会が２月１日（金）に行われ、応募総数
285 点の中から審査の結果、20 点の入賞作
品が決定しました。
　なお、今回の入賞作品の写真展を下記の日
程で行いますので、ぜひご覧ください。
★３月 29 日（金）～５月 31 日（金）
　　　　　　　とちぎ山車会館１階ロビー
★８月 13 日（火）～９月３日（火）
　　　　　藤岡スポーツふれあいセンター
★９月  ５日（木）～９月 26 日（木）
　　　　　　　　　　　　　　大平図書館
★９月 28 日（土）～ 10 月 16 日（水）
　　　　　　　　　　　　道の駅にしかた
★ 10 月 18 日（金）～ 11 月８日（金）
　　　　　　　つがの里ふるさとセンター
　また、第４回コンテストの作品を 10 月か
ら募集する予定です。ご応募お待ちしていま
す。

 商工観光課☎ 21 ‐ 2544

新「栃木市」誕生までの予定
栃木県議会で審議・議決
栃木県知事の合併決定

総務大臣の告示

新「栃木市」誕生
（平成 26 年４月５日）

　

４
月
末
か
ら
５
月
初
旬
に

か
け
て
開
く
艶
や
か
な
ピ
ン

ク
の
花
は
周
囲
を
圧
倒
す

る
。藤
岡
町
部
屋
地
区
の
南
、

渡
良
瀬
遊
水
地
北
東
部
の
堤

防
上
の
桜
並
木
と
広
場
は
桜

前
線
が
市
内
で
最
後
に
停
滞

す
る
場
所
だ
。

　

公
園
は
国
土
交
通
省
が
巴

波
川
と
渡
良
瀬
川
の
合
流
地

点
の
万
一
の
出
水
に
備
え

て
、
部
屋
、
帯
刀
、
石
川
の

地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
し

て
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年

に
完
成
さ
せ
た
。
堤
防
と
同

じ
高
さ
の
広
場
の
土
は
水
害

発
生
時
用
の
応
急
資
材
に
も

な
る
と
い
う
。

　

住
民
に

親
し
ま
れ

る
名
所
に

も
と
八
重
桜
が
同
年
12
月
に

広
場
の
周
囲
と
堤
防
上
約

７
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り

１
３
５
本
植
樹
さ
れ
た
。
数

十
種
に
お
よ
び
、
品
種
は
あ

た
か
も
八
重
桜
の
品
評
会
の

よ
う
。
う
ち
70
本
は
里
親
制

度
を
導
入
、
桜
の
管
理
費
を

出
し
た
里
親
と
部
屋
南
部
ふ

る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
瀬
下
一
男
会
長
）
が
協
力

し
て
周
囲
の
草
刈
り
な
ど
の

世
話
を
す
る
。

　

樹
齢
10
年
ほ
ど
の
若
木
は

年
々
花
数
を
増
や
す
。
あ
ず

ま
や
や
ベ
ン
チ
も
置
か
れ
て

い
て
散
策
を
助
け
る
。

　

毎
年
４
月
下
旬
に
は
推
進

協
議
会
主
催
で
桜
祭
り
が
行

わ
れ
る
。
地
元
の
お
囃
子
や

八
木
節
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

な
ど
手
作
り
の
催
し
で
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
。
今
年

は
４
月
28
日
開
催
予
定
も
例

年
に
比
べ
て
開
花
の
早
い
の

が
気
が
か
り
と
い
う
（
雨
天

順
延
）。

　

平
成
17
年
に
は
関
東
の
富

士
見
百
景
の
ひ
と
つ
に
選
ば

れ
る
な
ど
眺
望
は
抜
群
。
緑

を
濃
く
し
た
遊
水
地
越
し
の

富
士
山
や
日
光
連
山
、
筑
波

山
な
ど
が
一
望
で
き
る
。
桜

の
季
節
は
も
ち
ろ
ん
、
一
年

を
通
し
て
大
自
然
を
満
喫
で

き
る
地
域
住
民
自
慢
の
新
名

所
で
あ
る
。

▲関東の富士見百景にも選ばれた抜
群の眺望
◀４月下旬の桜祭りを待ちきれず、
満開となった梅

ば い ご じ じ ゅ ず か け ざ く ら

護寺数珠掛桜。

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日 

・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を

記
入
し
て
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）　

平
成
24
年
７
月
生
ま
れ　

５
月
16
日
（
木
）

（
当
日
必
着
）　

平
成
24
年
８
月
生
ま
れ　

６
月
12
日
（
水
）
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３
月
３
日
、
赤
津
小
学
校

で
都
賀
地
域
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
の
も
と
、
避
難

訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
、
救

助
訓
練
等
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

炊
き
出
し
訓
練
で
は
、

（
株
）
シ
ョ
ウ
ナ
ン
か
ら
提

供
い
た
だ
い
た
野
菜
を
調
理

し
、
参
加
者
に
豚
汁
を
振
る

舞
い
ま
し
た
。 

　

訓
練
に
は
周
辺
の
５
つ
の

自
治
会
の
皆
さ
ん
や
、
消
防

団
・
消
防
署
か
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
し
、
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
真
剣
に
再
確
認

し
ま
し
た
。

市内各地から、楽しい春の話題が届きました！

　 「第８回谷中湖魚のふれあい体
験」が３月２日、藤岡遊水池会館
で行われました。
　谷中湖に生息する魚と直にふれ
あえるコーナーがあり、水環境を
学ぶ紙芝居や、投網体験などが楽

しめるイベント。また、ウナギな
ど、取れた分を持って帰れるつか
み捕り体験では、豪華なおかずを
かけて夢中になって魚を追いかけ
ました。
 

　

３
月
23
日
、「
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」

が
モ
ッ
ト
ー
の
冒
険
遊
び
場
「
ね
ず
み
も
ち

パ
ー
ク
」（
通
称
ね
ず
パ
）
で
大
平
子
ど
も
会

育
成
会
連
絡
協
議
会
冒
険
遊
び
場
部
会
主
催
の

春
休
み
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
５
０
人
を
超
え
る
子
ど
も
や
親
子
連
れ
が

参
加
し
、わ
た
あ
め
を
自
分
で
作
っ
た
り
、ベ
ー

ゴ
マ
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
を
行
う
ス

ポ
ー
ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　　

　３月 16 日、西方総合文化体育館で、
生涯学習の気運を高めることを目的に

「生涯楽習のつどい」が開催されました。
　１年間の公民館活動を振り返るととも

に、生涯学習を実践しているプラザトリ
オによるバラエティーや、雄山会による
津軽三味線の演奏で会場は大いに盛り上
がりました。

　 　
　
　

　

　

　３月 10 日、下野国庁跡・農村広場で
下野国庁まつりが行われ、地元大神神社
神楽保存会による伝統的な太々神楽の演舞をはじ
め、近隣地区に伝わる郷土芸能が披露されました。
地元の団体・企業などによる、地元農産物や焼きそ
ば、漬物などの店が並び、賑わっていました。


